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国宝・姫路城は、シラサギが羽を広げたような優美
な姿から「白鷺城」の愛称で親しまれている。鮮や
かな白の城壁や５層７階の大天守と小天守が渡櫓で
連結された連立式天守が特徴。大天守は400年以上
前の慶長14年（1609年）に建築された。平成５年
12月に日本で初めての世界文化遺産に登録された。
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平
成
の
声
を
聞
く
と
と
も
に
活
動
を
開
始
し
た「
ふ
る
さ
と
財
団
」

で
あ
る
が
、
そ
の
基
幹
事
業
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
融
資
※
」
は
活
動

初
年
度
か
ら
実
行
さ
れ
、
既
に
30
年
の
実
績
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
平
成
と
い
う
時
代
が
終
わ
る
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
30
年

間
の
事
業
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
融
資
総
実
績
は
４
０
０
４
件
・
約
９
９
５
３
億

円
で
あ
り
、
こ
れ
に
伴
い
全
国
で
総
額
7
兆
８
４
９
０
億
円
の
プ
ロ
ジ 

ェ
ク
ト
が
展
開
さ
れ
、
約
17
万
人
の
新
規
雇
用
が
創
生
さ
れ
た
。
30

年
と
い
う
歳
月
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
る
意
義
の
あ
る
数
字
と
い
え
る
。

次
に
こ
の
30
年
累
計
の
融
資
事
業
分
野
別
構
成
を
み
る
と
、
地
域

産
業
振
興
34
・
7
㌫
、
文
化
・
教
育
・
医
療
・
福
祉
26
・
7
㌫
、
リ

ゾ
ー
ト
・
観
光
振
興
19
・
1
㌫
、交
通
・
通
信
基
盤
整
備
12
・
5
㌫
、

都
市
基
盤
施
設
整
備
7
・
0
㌫
と
な
っ
て
い
る
。
事
業
開
始
以
来
の

当
初
5
年
度
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
比
率
は
、
地
域
産
業
振
興

36
・
0
㌫
、
文
化
・
教
育
・
医
療
・
福
祉
12
・
7
㌫
、
リ
ゾ
ー
ト
・

観
光
振
興
34
・
0
㌫
で
あ
り
、
当
初
は
多
か
っ
た
リ
ゾ
ー
ト
関
連
が

減
少
し
、
病
院
建
て
替
え
や
高
齢
者
福
祉
施
設
の
新
設
な
ど
医
療
福

祉
関
連
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
社
会
構
造
の
変
化
が
投

影
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ふ
る
さ
と
融
資
を
活
用
し
た
実
績
の
あ
る
地
方
公
共
団
体
は
全
都

道
府
県
に
及
び
、
全
市
町
村
の
約
半
数
に
達
し
て
い
る
。
地
域
別
に

は
北
海
道
・
東
北
・
中
国
・
九
州
・
沖
縄
の
シ
ェ
ア
が
高
く
、
上
位

10
道
県
（
含
む
政
令
指
定
都
市
）
は
い
ず
れ
も
こ
れ
ら
の
地
域
で
あ

り
、
そ
の
占
有
率
は
45
・
9
㌫
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
融
資
は
時
代
の
変
化
と
と
も
に
変
容
を
続
け
て
い
る
が
、

「
民
間
企
業
の
活
力
に
よ
り
地
域
の
振
興
を
推
進
す
る
」
と
い
う
そ

の
目
指
す
と
こ
ろ
は
不
変
で
あ
る
。
一
方
で
融
資
規
模
を
徒
に
拡
大

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
制
約
を
抱
え
、
一
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
社
会
が
抱
え
る
振
興
・
活
性
化
へ
の
課
題
に
対
応
し
て
融
資
対

象
事
業
が
多
岐
の
分
野
に
更
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
、

今
後
は
融
資
案
件
の
調
査
・
検
討
機
能
を
担
う
ふ
る
さ
と
財
団
に
お

け
る
調
査
能
力
の
質
的
向
上
が
大
き
な
課
題
と
な
る
。
ま
た
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
地
方
自
治
体
に
こ
の
制
度
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
活

用
し
て
も
ら
う
た
め
の
広
報
活
動
の
積
極
的
展
開
、
及
び
地
域
の
要

請
を
制
度
運
営
に
反
映
し
て
い
く
た
め
の
地
方
自
治
体
と
の
双
方
向

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
重
要
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
併
せ
て
、

ふ
る
さ
と
企
業
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）
に
よ
る
顕
彰
な
ど
を
通
じ
た
、

活
動
の
全
国
周
知
に
も
引
き
続
き
注
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

平
成
の
時
代
が
終
わ
り
、
令
和
の
時
代
が
始
ま
る
。
こ
の
新
し
い

時
代
に
、
地
方
創
生
の
下
支
え
役
を
引
き
続
き
担
う
べ
く
、
ふ
る
さ

と
財
団
と
し
て
一
段
の
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

※ 
ふ
る
さ
と
融
資
と
は
、
地
域
振
興
に
資
す
る
民
間
投
資
を
支
援
す
る
た
め
に
、
都
道
府
県
又

は
市
町
村
が
長
期
の
無
利
子
資
金
を
融
資
す
る
制
度
で
、
ふ
る
さ
と
財
団
が
事
業
の
総
合
的

な
調
査
・
検
討
や
貸
付
実
行
か
ら
最
終
償
還
に
至
る
ま
で
の
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
融
資
30
年

一
般
財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財
団
（
ふ
る
さ
と
財
団
）
理
事
長
　
稲
野 

和
利

随
感
随
筆



◉
港
を
拠
点
と
し
た
物
流
の
柱

日
向
市
は
古
く
か
ら
港
が
中
心
と
な
っ
て
栄
え
た
ま
ち

で
す
。
重
要
港
湾
の
指
定
を
受
け
て
い
る
細
島
港
は
、
江

戸
時
代
に
は
日
向
、
薩
摩
、
大
隅
の
各
藩
主
が
参
勤
交
代

の
際
に
、
必
ず
経
由
す
る
港
で
し
た
。
昭
和
39
年
に
日
向

延
岡
地
区
新
産
業
都
市
の
指
定
を
受
け
て
か
ら
は
、
細
島

港
の
整
備
に
取
り
組
み
、
延
岡
と
日
向
が
工
業
を
中
心
と

し
て
発
展
し
て
い
く
中
で
、
日
向
市
は
港
湾
工
業
都
市
を

標
榜
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
八
興
運
輸
㈱
は
昭
和
28
年
の
創
業

以
来
、
海
運
業
を
は
じ
め
と
す
る
物
流
全
般
を
担
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
日
向
市
の
柱
と
し
て
重
要
な
企

業
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮
崎
県
は
、
大
都
市
圏
に
遠
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま

す
。
平
成
28
年
に
は
、
東
九
州
自
動
車
道
が
開
通
し
ま
し

た
が
、
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
、
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鉄
道
に
お
い
て
も
、
近

年
の
自
然
災
害
の
影
響
で
数
ヶ
月
も
の
間
輸
送
網
が
寸
断

さ
れ
る
な
ど
、
荷
物
を
運
び
た
く
て
も
運
べ
な
い
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
が
発
生
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
の
解
決
策
と
し
ま
し
て
も
、
安
定
か

つ
大
量
に
輸
送
が
可
能
と
な
る
船
舶
の
需
要
及
び
有
用
性

は
、
年
々
高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

関
西
定
期
航
路
を
担
う
同
社
は
、県
全
体
に
と
っ
て
も
、

重
要
な
物
流
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。

◉
更
な
る
発
展
に
向
け
た
取
組

同
社
で
は
２
０
２
０
年
１
月
に
は
Ｒロ

Ｏー

Ｒロ

Ｏー

船せ
ん

を
大
型

化
し
た
も
の
に
リ
プ
レ
イ
ス
し
て
就
航
す
る
予
定
で
す
。

当
然
、
大
型
化
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
物
を
運
べ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ご
存
じ
の
と
お
り
宮
崎
県
は
農
業
が

盛
ん
で
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
は
少
し
手
薄
だ
っ
た
野
菜
な

ど
を
さ
ら
に
取
り
扱
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
一
層
宮
崎
県

の
農
業
も
元
気
に
な
り
ま
す
し
、
非
常
に
良
い
相
乗
効
果

が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

実
は
、
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
が
大
型
化
す
れ
ば
岸
壁
の
長
さ
が

足
り
ず
に
納
ま
ら
な
く
な
り
ま
す
。
岸
壁
整
備
は
5
年
10

年
と
か
か
り
ま
す
が
、
市
と
し
ま
し
て
も
、
国
に
支
援
を

お
願
い
し
な
が
ら
、
き
ち
ん
と
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
が
接
岸
で
き

る
よ
う
今
後
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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日
向
市
の
概
要

　日向市は宮崎県の北東部に位置し、尾鈴山系
を南に、日向灘を東に臨み、市西部の東郷町域か
ら美々津・幸脇地区を耳川が貫流しています。
　海岸部は、日豊海岸国定公園の南端に位置し
ており、リアス式海岸と白砂青松の砂浜が織り
なす海岸線は、自然の創り出した芸術とも言え
る景観の連続となっています。

　気候は温暖で、年間平均気温は約ø7度と、降雪をみるこ
とはほとんどありません。年間平均湿度は70％前後で、年間
降水量は2000㍉㍍を超えていますが、日照時間が2000時間
を超えるなど、晴天に恵まれた地域となっています。

http://www.hyugacity.jp/

日向市
宮 崎 県

十と

屋や

幸こ
う

平へ
い

市
長
に
聞
く

同
社
を
推
薦
し
た
宮
崎
県
日
向
市

平
成
30
年
度
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞

 
八
興
運
輸
㈱



◉
日
向
市
の
魅
力

日
向
市
は
交
流
人
口
が
増
え
て
お
り
、
お
越
し
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
は
、
自
然
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
野
菜
や
魚
・

肉
な
ど
の
食
べ
物
が
美
味
し
い
、
特
に
野
菜
は
美
味
し
い

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
人
が
優
し
い
こ
と
も
魅
力
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ー
フ
ィ
ン
選
手
権
や
女
子
プ

ロ
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、「
お
も
て
な

し
の
心
」
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
市
民
の
皆
さ
ん
に

身
に
つ
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
は
、「
お
も
て
な

し
」
と
言
葉
的
に
は
言
い
ま
す
け
ど
も
、
大
き
な
都
市
に

行
け
ば
行
く
ほ
ど
、
希
薄
に
な
る
人
間
関
係
で
す
が
、
日

向
市
で
は
近
い
関
係
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
魅
力
か
な
と
思
い
ま
す
。

文
化
面
で
は
、国
民
的
歌
人
、若
山
牧
水
の
生
誕
の
地
で
、

生
家
が
残
る
坪
谷
地
区
に
は
、
牧
水
公
園
や
若
山
牧
水
記

念
文
学
館
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

沿
岸
部
に
は
、
リ
ア
ス
式
海
岸
の
観
光
地
「
馬
ヶ
背
」

や
「
願
い
が
叶
う
ク
ル
ス
の
海
」
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
景

色
・
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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【Ϋϧεの海͏͕͍ئ�】
　巨大な岩礁の裂け目が、十文字に見えることか
ら「クルスの海」と呼ばれています。また、横の
岩場と十文字が合わさり「叶」と見えることから、
ここで祈りを捧げると願いが叶うと言い伝えられ
ています。

【�αʔϑΟϯのまͪɺ】
　日向市には、美しい朝日と温かい海、特徴の異なる４つのビーチがあり、
波の宝庫と評価が高く、多くのサーファーが訪れています。無料駐車場
や温水シャワー、トイレが整備されたビーチハウスもあり、年間を通し
てサーフィンが楽しめる環境が整っています。

【Վਓ�एࢁਫのੜՈ】
　若山牧水は、自然と旅、酒を愛した明治大正時代の歌人です。43年
という短い生涯の中で、およそ9千首もの歌を残しています。1845 年に
建てられた生家は、県指定史跡に指定されています。

【ౡ͍Θ͕͖ࡉ】
　日向市細島は岩ガキの
一大生産拠点。湾内で大
切に育てられた岩ガキは旨
みたっぷりで春から夏場に
かけてが旬。独自の滅菌シ
ステムを採用しており、食
の安全にも配慮されていま
す。

特
産
品
や
名
所
を
紹
介

日
向
市
の

十
ㆨ
屋
㇄
幸
㆓ㆄ
平
ㆸㆂ
市長 プロフィール

出　身
ࢢ県日࡚ٶ

経　歴
平成̓年５月　日ࢢ議会議員
平成15年４月　࡚ٶ県議会議員
平成23年５月　࡚ٶ県議会　෭議長ब任
平成25年５月　࡚ٶ県　ࠪ委員ब任
平成28年̏月　日ࢢ長

ふるさと融資の概要

事 業 ऀ ീڵӡ༌᷂

事 業 ໊ ՟物ધ建事業

年ࢪ࣮ 平成 13 年

設උ投ࢿ額 1332 ඦສ円

ି  額 260 ඦສ円

ޏ 用 ૿ 10 人

【ฏฌӴਣʢϔϕεʣ】
　夏が旬の特産「ヘベス」
は皮が薄く種が少ないのが
特徴で、まろやかな酸味と
さわやかな香りはどんな料
理にも相性抜群。ヘベスに
魅了された料理人も多く、
都内では約 50 店舗で取り
扱われています。
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社長に聞く
宮崎県■日向市

八興運輸株式会社
代表取締役社長 三輪 亮介氏

●

　
地
域
経
済
を
支
え
る
重
要
な
要
素
の
一
つ
に
物
流

が
あ
り
ま
す
。
工
場
は
部
品
や
原
料
の
搬
入
と
製
品

の
出
荷
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
な
け
れ
ば
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
地
元
の
農
・
林
・
水
産
物
も
同
様
で
す
。
こ

の
貨
物
輸
送
の
担
い
手
と
し
て
、
環
境
負
荷
軽
減
な

ど
の
た
め
に
車
か
ら
鉄
道
、
海
運
に
転
換
し
よ
う
と

す
る
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
政
策
が
進
む
中
で
、
低
コ
ス

ト
で
大
量
輸
送
が
可
能
な
「
海
運
」
が
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
地
域
に
根
ざ
し
た
海
運
を
核
に
内

航
海
陸
一
貫
輸
送
シ
ス
テ
ム
で
差
別
化
を
図
っ
て
い

る
宮
崎
県
日
向
市
の
総
合
物
流
会
社
、
八
興
運
輸
株

式
会
社
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
こ
に
は
大
手
海
運
会
社

と
は
ひ
と
味
違
う
工
夫
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

細
島
港
の
振
興
願
い
会
社
設
立

八
興
運
輸
株
式
会
社
は
昭
和
28
年
に
、
三
輪
亮
介

社
長
の
祖
父
ら
８
人
が
地
元
の
細
島
港
の
振
興
を
図

る
た
め
前
身
の
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
細
島
港

は
天
然
の
商
業
港
と
新
設
さ
れ
た
工
業
港
に
分
か
れ

ま
す
。
標
高
１
０
０
㍍
ほ
ど
の
山
に
挟
ま
れ
入
り
江

状
に
な
っ
て
い
る
商
業
港
は
、
海
上
交
通
の
難
所
と

い
わ
れ
る
日
向
灘
か
ら
の
大
波
の
影
響
も
受
け
な
い

た
め
古
代
か
ら
良
港
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
明
治
以

降
、
東
九
州
の
交
易
の
拠
点
と
し
て
整
備
が
進
み
、

昭
和
26
年
に
重
要
港
湾
に
指
定
さ
れ
ま
す
。
昭
和
39

年
に
は
新
た
に
コ
ン
テ
ナ
船
も
接
岸
で
き
る
施
設
が

建
設
さ
れ
、
国
際
工
業
港
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
工
業
港
横
に
八
興
運
輸
本
社
が
あ
り
ま
す
。

「ふるさと企業大賞」に輝いた

平成 30 年度ふるさと企業大賞

「
海
陸
一
貫
輸
送
シ
ス
テ
ム
」に

一
工
夫
、
差
別
化
図
る
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取
材
に
伺
う
と
、
岸
壁
に
は
現
在
の
主
力
貨
物
船
で

あ
る
Ｒロ

Ｏー

Ｒロ

Ｏー

船せ
ん
「
は
っ
こ
う
21
」（
２
１
８
７
㌧
、

積
載
容
量
：
シ
ャ
ー
シ
ー
〈
13
㍍
換
算
。
車
輪
付
き

コ
ン
テ
ナ
の
よ
う
な
荷
台
部
分
〉41
台
、乗
用
車
30
台
）

が
接
岸
し
、
積
み
降
ろ
し
作
業
の
真
っ
最
中
で
し
た
。

こ
の
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
と
は
、「
Ｒ
ｏ
ｌ
ｌ　

Ｏ
ｎ–

Ｒ
ｏ

ｌ
ｌ　

Ｏ
ｆ
ｆ　

Ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
（
ロ
ー
ル
オ
ン‒

ロ
ー

ル
オ
フ
・
シ
ッ
プ
）」
の
略
で
、
フ
ェ
リ
ー
と
同
じ
よ

う
に
ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ
が
付
い
て
い
ま
す
。
多
く
は
ト

レ
ー
ラ
ー
が
自
走
で
乗
船
し
、貨
物
を
積
ん
だ
シ
ャ
ー

シ
ー
を
切
り
離
し
て
船
側
に
載
せ(

ロ
ー
ル
オ
ン)

、

ト
レ
ー
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
だ
け
下
船
し
ま
す
。
積
み
降
ろ

し
時
は
逆
に
ト
レ
ー
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
が
船
内
に
入
っ
て

シ
ャ
ー
シ
ー
と
連
結
し
て
自
走
で
降
ろ
し
（
ロ
ー
ル

オ
フ
）、
そ
の
ま
ま
陸
送
に
移
行
し
ま
す
。
コ
ン
テ
ナ

の
よ
う
に
荷
役
に
ク
レ
ー
ン
作
業
や
大
量
の
人
手
を

必
要
と
し
な
い
た
め
コ
ス
ト
抑
制
に
繋
が
り
ま
す
。

フ
ェ
リ
ー
が
貨
客
船
な
の
に
対
し
て
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船

は
貨
物
船
で
、
人
間
の
定
員
は
12
人
と
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
シ
ャ
ー
シ
ー
ば
か
り
で
な
く
車

も
積
載
で
き
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
貨
物
と
し
て
の

新
車
や
中
古
車
と
な
り
ま
す
。

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
で
九
州
と
関
西
を
結
ぶ

「『
は
っ
こ
う
21
』
を
建
造
し
た
の
は
平
成
13
年
で

父
が
社
長
の
時
で
す
が
、
見
込
ん
で
い
た
貨
物
量
が

確
保
で
き
ず
苦
戦
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
燃
料
高

騰
も
あ
り
、
航
路
廃
止
や
廃
業
す
る
同
業
者
も
で
た

の
で
す
が
、
事
業
の
見
直
し
や
人
員
削
減
の
痛
み
も

経
験
し
な
が
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
フ
ル
稼

働
状
態
で
経
営
も
黒
字
が
継
続
し
て
い
ま
す
」
と
、

三
輪
社
長
は
話
し
ま
す
。

現
在
、「
は
っ
こ
う
21
」
は
、
細
島
港
│
大
阪
・

堺
泉
北
港
│
宮
崎
港
―
細
島
港
を
週
3
便
運
航
。
内

1
便
は
兵
庫
・
播
磨
港
に
寄
港
し
て
い
ま
す
。
堺
泉

北
港
で
提
携
し
て
い
る
大
王
海
運
の
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
に

積
み
替
え
て
関
東
に
運
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
荷
は

主
に
細
島
↓
堺
泉
北
の
上
り
が
、
宮
崎
県
北
部
の
化

学
メ
ー
カ
ー
の
化
学
製
品
・
原
料
や
杉
を
中
心
と
す

る
木
材
、
特
産
の
焼
酎
な
ど
で
、
堺
泉
北
↓
細
島
の

下
り
が
、
新
車
・
中
古
車
や
新
聞
用
紙
な
ど
を
運
ん

で
き
ま
す
。

長
い
間
、
物
流
は
車
両
が
メ
イ
ン
で
し
た
。
陸
運

発
展
の
影
に
隠
れ
て
海
運
は
脇
役
で
し
た
が
、
長
距

Roll On
Roll Off

「荷主に安心輸送を写真でアピール」

ϥンϓΣイからトϨーϥーϔοドがધ

積み込まれていたシϟーシー

トϨーϥーϔοドとシϟーシーが࿈݁される

トϨーϥーとして一体になり、ಧけઌに

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
の
仕
組
み
（
積
み
降
ろ
し
）

積み込みはこのٯのྲྀれに

平成 13 年から౦भーؔ、ؔ౦の
物ྲྀを担ってきた「はっこう 21」
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離
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
手
不
足
と
長
時
間
労
働
問
題

の
解
消
、
加
え
て
温
暖
化
対
策
と
し
て
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）
排
出
量
抑
制
を
図
る
た
め
、
国
は
幹
線

物
流
を
車
か
ら
鉄
道･

海
運
に
シ
フ
ト
す
る
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
政
策
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
時
代
の

流
れ
は
海
運
復
活
を
後
押
し
し
た
の
で
す
。

見
積
書
に
も
写
真
、
荷
主
の
評
価
得
る

八
興
運
輸
は
、
荷
主
の
利
便
性
を
高
め
、
物
流
コ

ス
ト
の
低
減
を
図
る
た
め
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
物
流
の

「
内
航
海
陸
一
貫
輸
送
シ
ス
テ
ム
」を
構
築
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
輸
送
方
式
は
他
の
海
運
会
社

も
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
三
輪
社
長
は
、大
手
海
運
会
社
に
は
な
い
、

ひ
と
味
違
う
工
夫
を
す
る
た
め
、
集
荷
か
ら
船
内
の

積
み
付
け
、
配
達
ま
で
の
写
真
を
撮
っ
て
荷
主
に
提

示
す
る
よ
う
に
し
、
見
積
書
に
も
写
真
を
添
付
し
て

説
明
す
る
そ
う
で
す
。
単
に
数
字
だ
け
で
は
な
く
、

荷
物
を
丁
寧
に
扱
っ
て
い
る
こ
と
を
目
で
見
て
い
た

だ
き
、
安
心
し
て
依
頼
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
具
現
化
し
た
も
の
で
す
。

来
年
就
航
の
新
造
船
は
２
倍
に
大
型
化

こ
う
し
た
努
力
が
奏
功
し
て
受
注
が
増
え
た
結
果
、

積
荷
を
断
る
場
面
が
出
て
き
ま
し
た
。
う
れ
し
い
悲

鳴
で
す
。
船
内
電
源
の
不
足
か
ら
温
度
管
理
が
難
し

く
、
こ
れ
ま
で
は
手
つ
か
ず
だ
っ
た
農
産
品
の
引
き

合
い
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
貨
物
増
加
の
背
景

と
「
は
っ
こ
う
21
」
の
老
朽
化
か
ら
後
継
船
を
建
造

し
て
い
ま
す
。
来
年
1
月
に
就
航
予
定
の
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

船
「
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ｏ　

ひ
な
た
」
で
す
。
総
ト
ン
数
は

ほ
ぼ
２
倍
の
４
９
９
９
㌧
、
積
載
容
量
は
シ
ャ
ー

シ
ー
（
13
㍍
換
算
）
71
台
、
乗
用
車
は
１
０
０
台
と

な
り
ま
す
。
２
２
０
ボ
ル
ト
の
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
を

20
個
取
り
付
け
て
生
鮮
品
輸
送
に
も
対
応
、
機
能
は

大
幅
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
で
す
。
航
路
、
便
数
は
現
在

と
同
じ
で
す
が
、
燃
料
に
硫
黄
酸
化
物
（
Ｓ
Ｏ
ｘ
）

規
制
適
合
油
を
使
用
し
、Ｓ
Ｏ
ｘ
や
粒
子
状
物
質（
Ｐ

Ｍ
）
の
排
出
量
を
削
減
し
ま
す
。

家
族
に
誇
れ
る
会
社
に

「
は
っ
こ
う
21
」
の
建
造
時
に
ふ
る
さ
と
融
資
を

活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
建
造
し
て
船
を
浮

か
べ
て
も
直
ぐ
に
荷
物
が
増
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
利
子
負
担
が
無
い
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た

か
っ
た
。
15
年
以
上
『
は
っ
こ
う
21
』
を
運
航
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
た
と

日
向
市
か
ら
評
価
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞
に
推

薦
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
三
輪
社
長
。
そ
し
て
今
度
の
「
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ｏ　

ひ
な
た
」
建
造
で
も
ふ
る
さ
と
融
資
の
利
用
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

平成 30 年度ふるさと企業大賞

「地域に必要とされる会社に」

来年बߤするʰ)",,0 ͻなたʱの完成イϝーδਤ。全長 121 ϝートϧ、幅 16.7
ϝートϧ、૯トン 2242 トンの「はっこう 21」から全長 134 ϝートϧ、幅 21 ϝー
トϧ、૯トン 4999 トンに大幅εέーϧアοϓ。՟物のԹཧなどにΘれ
るిݯも૿ڧされる

「時代をઌऔりし、永ԕに成長しଓける」をܦ営ཧ೦に͛ܝるྠࡾ社長
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地
元
細
島
港
の
活
用
と
発
展
を
目
指
し
て
生
ま
れ

た
八
興
運
輸
に
は
、
地
域
振
興
に
強
い
思
い
が
あ
り

ま
す
。
従
業
員
は
ほ
と
ん
ど
地
元
日
向
市
在
住
で
、

イ
ベ
ン
ト
や
地
域
行
事
に
は
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て

い
ま
す
。
三
輪
社
長
は
あ
る
べ
き
会
社
の
姿
と
し
て

「
地
域
に
必
要
と
さ
れ
、
従
業
員
が
家
族
に
誇
れ
る

よ
う
な
会
社
に
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
、
半
世
紀

以
上
、
地
域
の
経
済
活
動
を
支
え
る
動
脈
物
流
を
担

い
、
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
結
果
と
し
て
、
既

に
地
域
に
認
め
ら
れ
、「
家
族
に
誇
れ
る
会
社
」
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

地
域
と
の
関
わ
り
で
は
、
日
向
市
、
大
阪
府
泉
大

津
市
、
高
知
県
と
大
規
模
災
害
時
に
協
力
し
合
う

応
援
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
の
西
日

本
豪
雨
に
よ
り
鉄
道
輸
送
が
寸
断
さ
れ
た
際
に
は
、

代
替
手
段
と
し
て
「
は
っ
こ
う
21
」
が
活
用
さ
れ

ま
し
た
。

時
代
を
先
取
り
、
成
長
永
遠
に

日
向
市
は
工
業
立
地
に
積
極
的
で
す
が
、
八
興
運

輸
の
存
在
が
誘
致
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
い
い

ま
す
。
陸
路
の
ほ
か
に
海
路
の
安
定
的
な
物
流
手
段

が
あ
る
こ
と
は
災
害
時
の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
に
な
る

た
め
進
出
決
定
に
繋
が
る
の
で
し
ょ
う
。
工
場
立
地

が
進
む
と
労
働
力
確
保
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て

き
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
26
年
に
人
材
派
遣
会
社
八
興

ヒ
ュ
ー
テ
ッ
ク
を
設
立
し
ま
し
た
。
労
働
力
不
足
を

解
消
し
て
生
産
活
動
が
活
発
に
な
れ
ば
、
貨
物
も
増

え
る
と
い
う
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
の
構
図
で
す
。

内
航
海
運
を
核
に
、
一
貫
輸
送
を
行
う
陸
運
や
中

国
・
上
海
、
韓
国
・
釜
山
へ
の
コ
ン
テ
ナ
便
の
船
舶

代
理
店
業
務
な
ど
業
務
の
多
角
化
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
そ
こ
に
人
材
派
遣
も
加
わ
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
は
「
た
え
ず
時
代
を
先
取
り
し
、
永
遠
に
成
長

し
て
い
く
」
の
経
営
理
念
に
沿
う
も
の
で
す
。
新
船

「
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ｏ　

ひ
な
た
」
の
投
入
で
さ
ら
な
る
成

長
を
感
じ
ま
し
た
。
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  所 在 地

  式会ࣾീ興商事ؔ連会ࣾג  

 IUUQ�//XXX.IBLLP-VOZV.DP.KQ/　6 3 -  

沿　革

昭和28年 ീ興商事としͯ立ɻւӡ業、商事業Λ営Ή 

昭和33年 ࿏Λ開設ߤژਆ、౦ࡕᴷߓౡࡉ

昭和42年 ീ興ӡ༌ג式会ࣾʹࣾ名変ߋ

昭和45年 大ࡕ営業所、࡚ٶ営業所Λ開設

平成 5 年 ࿏Λ開設ߤ山定期՟物ז・ᴷؖ国ߓౡࡉ

平成10年 Ԭ営業所Λ開設

平成13年 3030 ՟物ધʮはͬ͜͏ 21ʯがबߤ
※ਪન事業（ふるさと༥資活用 260 ඦສԁ）

平成20年 *S09001 ೝূ取得ɻຊࣾ（外課除く）

平成25年 ࿏Λ開設ߤᴷ中国・上ւ定期՟物ߓౡࡉ

平成30年 ふるさとا業大（総務大ਉ）ड
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ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
事
故
を
防
ぐ

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ペ
ダ
ルⓇ

」開
発

岡
山
県
■
美
作
市

株
式
会
社 

英あ
い
だ田

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ  

ふるさとものづくり支援事業

開発には「ٕज़の力」で൵ࢂな౿み間ҧい事ނを防͗たい、といういが込められた

地域産業の育成と発展を支援

　
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
に
よ
る

悲
惨
な
車
の
暴
走
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
平
成
25
年

に
は
全
国
で
６
４
０
０
件
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

事
故
は
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
ほ
ど
発
生
率
が
高
い
の
が
特
徴

で
す
が
、
高
齢
化
が
進
む
地
方
、
と
り
わ
け
中
山
間
地
域

で
車
は
生
活
の
一
部
。
踏
み
間
違
い
事
故
を
防
ぐ
手
立
て

は
社
会
の
喫
緊
の
重
要
課
題
な
の
で
す
。
そ
こ
で
立
ち
上

が
っ
た
の
が
、
株
式
会
社
英
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
で
し

た
。
完
成
し
た
製
品
は
ア
ク
セ
ル
を
非
常
に
強
く
踏
む
と

ア
ク
セ
ル
機
能
が
解
除
さ
れ
、
自
動
で
ブ
レ
ー
キ
が
掛
か

る
取
り
付
け
型
ペ
ダ
ル
装
置「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ペ
ダ
ル
Ⓡ
」で
す
。

熱
い
想
い
で
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
万ま
ん
殿ど

の
貴
志
社
長
に

伺
い
ま
し
た
。

乗
り
慣
れ
て
い
る
車
に
装
着
可
の
装
置
を

「
岡
山
で
も
ペ
ダ
ル
の
踏
み
間
違
え
で
多
重
衝
突
事
故

が
起
き
、
子
ど
も
さ
ん
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
高
齢
者
に

多
い
事
故
で
す
が
、
代
わ
っ
て
運
転
し
て
く
れ
る
若
い
家

族
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
お
年
寄
り

か
ら
車
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
中
山
間
地
域
で
は
病
院
も
買

い
物
も
友
達
に
会
う
こ
と
も
難
し
く
な
り
ま
す
。
衝
突
防

止
装
置
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
新
車
を
買
う
の
は
大
変
な
の

で
、
乗
り
慣
れ
て
い
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
乗
用
車
に
付
け
ら

れ
る
装
置
を
工
夫
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」。



11  ● May 2019 vol.136

「
ち
ょ
っ
と
進
ん
だ
も
の
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
ユ
ニ
ー

ク
な
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
た
万
殿
社
長
は
こ
ん
な
問
題

意
識
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
美
作
市
長
か
ら
相
談

が
飛
び
込
み
ま
す
。「
踏
み
間
違
え
を
防
ぐ
装
置
の
特
許

を
持
っ
て
い
る
人
が
い
る
。
つ
く
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
」。
地
元
の
自
動
車
修
理
工
場
の
経
営
者
が
掴
ん

だ
情
報
で
し
た
。
埼
玉
県
の
特
許
権
者
は
手
づ
く
り
し
て

い
ま
し
た
が
、
機
能
検
査
も
行
っ
て
お
ら
ず
、
製
品
化
す

る
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

万
殿
社
長
は
自
社
で
製
品
化
に
取
り
組
む
決
断
を
し
ま

す
。
し
か
し
、
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
車
に
搭
載
す
る
装
置

で
す
。
安
全
面
か
ら
の
検
証
が
必
要
で
す
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
車
種
に
搭
載
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
開
発
が
簡

単
で
は
な
い
こ
と
は
想
定
で
き
ま
し
た
。

財
団
補
助
金
が
開
発
を
後
押
し
　

開
発
の
挑
戦
に
は
リ
ス
ク
が
伴
い
ま
す
。
製
品
化
で
き

る
か
ど
う
か
は
未
知
数
、
投
資
資
金
が
回
収
で
き
る
か
ど

う
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
多
様
な
資
金
の
手
当
て

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
美
作
市
役
所
が
ふ
る

さ
と
財
団
の
「
ふ
る
さ
と
も
の
づ
く
り
支
援
事
業
」
補
助

金
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。「
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
に
よ

る
事
故
を
防
ぐ
ペ
ダ
ル
装
置
の
開
発
」
事
業
と
し
て
採
択

さ
れ
、
約
９
０
０
万
円
の
同
補
助
金
が
開
発
の
後
押
し
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
わ
が
社
で
９
０
０
万
円
を

純
利
益
か
ら
捻
出
す
る
な
ら
１
億
円
以
上
の
売
り
上
げ
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
補
助
金

で
開
発
費
の
３
分
の
２
が
補
填
さ
れ
た
こ
と
で
、
株
主
な

ど
の
理
解
を
得
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
補
助
金

の
申
請
な
ど
で
市
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
行
政

か
ら
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
で
大
き
な
信
用
を

得
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
研
究
開
発
を
さ
れ
る
企
業
は

ぜ
ひ
活
用
さ
れ
た
ら
い
い
制
度
だ
と
思
い
ま
し
た
」
と
、

万
殿
社
長
は
振
り
返
り
ま
す
。

異
常
踏
み
込
み
で
ア
ク
セ
ル
解
除
し
、
ブ
レ
ー
キ
作
動

暴
走
が
起
こ
る
の
は
、
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
で
ブ
レ
ー

キ
と
勘
違
い
し
て
ア
ク
セ
ル
を
力
い
っ
ぱ
い
踏
み
込
み
ア

ク
セ
ル
全
開
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
で
す
。
こ
れ
を

防
止
す
る
『
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ペ
ダ
ル
Ⓡ

』
は
、
付
い
て
い
る
ア

ク
セ
ル
を
外
し
て
取
り
付
け
ま
す
。
通
常
運
転
時
は
普
通

の
ア
ク
セ
ル
と
し
て
機
能
し
ま
す
が
、
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ

す
な
ど
し
て
約
10
㌔
㌘
以
上
の
異
常
に
強
い
踏
み
込
み
力

が
掛
か
る
と
ア
ク
セ
ル
機
能
が
解
除
さ
れ
て
ブ
レ
ー
キ
と

連
動
、
自
動
的
に
ブ
レ
ー
キ
機
能
が
作
動
し
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
通
常
時
は
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
も
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
も

普
通
に
操
作
で
き
ま
す
。　

し
か
し
開
発
を
始
め
る
と
難
題
が
次
々
に
襲
っ
て
き
ま

し
た
。
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
の
位
置
や
構
造
は
車
種
、

型
式
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
構
造
自
体
は
シ
ン
プ
ル
で
も

そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
や
構
造
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
試
作
装
置
は
製
作
に
1
台
60
時
間
も
の
時

間
が
掛
か
り
ま
し
た
。
現
場
か
ら
は
「
こ
れ
で
は
量
産
化

な
ん
か
で
き
な
い
。
も
う
撤
退
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
声
も
で
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
万
殿
社
長
は
諦
め
ま
せ
ん
。「
こ
の
製
品
は

金
儲
け
で
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
の
じ
ゃ
な
い
。
お
年
寄

り
が
車
を
使
っ
て
元
気
に
活
き
活
き
と
生
活
し
て
い
っ
て

ぐっ！ぐっ！

ぐっ！

ؒҧͬͯ
ΞΫηϧϖμϧΛ
େ͖͘౿ΈࠐΉ

ΞΫηϧػ͕ղআ͞Ε
ࣗಈͰϒϨーΩ͕͔͔Δ

ؒҧͬͯ
ΞΫηϧϖμϧΛ
େ͖͘౿ΈࠐΉ

普通のペダルの場合

ਐൃٸ

ετοϓペμϧ⡴ͷ߹
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ほ
し
い
か
ら
だ
。
こ
の
〝
大
義
〞
を
実
現
す
る
た
め
に
頑

張
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
」。
た
び
た
び
深
夜
ま
で
激
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

取
り
付
け
費
含
め
13
万
円
程
度

事
故
防
止
装
置
が
原
因
で
事
故
が
起
き
る
こ
と
は
あ
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
「
５
万
回
の
作
動
に
耐
え

る
装
置
」
を
目
標
に
製
作
。
一
般
財
団
法
人
日
本
車
輌
検

査
協
会
な
ど
で
の
強
度
、
耐
久
、
振
動
の
各
試
験
を
経
て
、

材
質
な
ど
に
修
正
を
加
え
ま
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト

も
行
い
、
よ
う
や
く
製
品
と
し
て
完
成
し
、
今
春
か
ら
販

売
が
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
、「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ペ
ダ
ル
Ⓡ

」
は

お
年
寄
り
が
多
く
乗
っ
て
い
る
車
10
車
種
に
対
応
し
て
い

ま
す
。
価
格
は
９
万
９
８
０
０
円
（
税
別
、
取
り
付
け
費

用
別
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
装
置
は
生
産
物
賠
償
責
任
保
険
（
Ｐ
Ｌ
保
険
）
に
入

っ
て
い
ま
す
が
、
取
り
付
け
る
自
動
車
修
理
業
者
に
も
Ｐ

Ｌ
保
険
に
入
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
取
り
付
け
は
当

社
が
選
ん
だ
信
頼
で
き
る
国
指
定
の
修
理
業
者
に
限
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
当
面
は
福
祉
車
両
を
手
掛
け
る
日
本

福
祉
車
両
協
会
加
入
業
者
に
な
り
ま
す
。
取
り
付
け
後
は

半
年
ご
と
に
定
期
点
検
が
必
要
で
す
」。
万
殿
社
長
の
安

全
へ
の
こ
だ
わ
り
が
徹
底
し
て
い
る
の
は
、
装
置
を
つ
く

る
〝
大
義
〞
に
通
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。

販
売
前
か
ら
引
き
合
い
が
多
数
来
ま
し
た
。
地
元
周
辺

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
踏
み
間
違
え
事
故
が

深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
証
左
で
し
ょ

う
。
取
り
付
け
費
を
加
え
て
も
13
万
円
ほ
ど
と
低
価
格
で

す
が
、
美
作
市
が
補
助
制
度
を
検
討
し
て
い
る
な
ど
行
政

の
支
援
も
期
待
で
き
そ
う
で
す
。
販
売
動
向
を
睨
み
な
が

ら
本
格
的
な
量
産
化
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

社
会
的
ニ
ー
ズ
の
大
き
さ
か
ら
期
待
が
持
て
る
と
思
い

ま
す
。

「ものͮくりを௨じて地Ҭ・社会にݙߩする」ܦ営ཧ೦を͛ܝるສ఼
社長

株
式
会
社
英
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
様
は
県
北
で
は
数
少
な
い
研
究
開

発
型
の
企
業
で
、
同
社
の
発
展
は
地

元
雇
用
の
み
な
ら
ず
、
美
作
市
の
産

業
振
興
全
体
の
観
点
か
ら
も
大
い
に

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
ま
で
美
作
市
は
、「
動
画
作

成
費
用
補
助
金
」
や
「
展
示
会
出
展

費
用
補
助
金
」
等
で
支
援
。
同
社
は

こ
れ
ら
の
補
助
金
を
積
極
的
に
活
用

し
、
事
業
機
会
や
販
路
拡
大
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。今
回
の「
ペ

ダ
ル
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
事
故
を

防
ぐ
車
両
用
ペ
ダ
ル
装
置
」
に
関
し

て
も
、
市
独
自
の
消
費
者
向
け
補
助

制
度
が
福
祉
部
局
を
中
心
に
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
定
の
商
品
の
み
を

対
象
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
装
置
の
普
及
に
向
け
て
市
と
し

て
も
取
り
組
む
予
定
で
す
。

美
作
市
経
済
部
商
工
観
光
課

主
査
　
影
山
大
輔
氏

Company Profile

株式会社 英
あいだ

田エンジニアリング
 ද ऀ⾣ສ

ㆾ㇓

఼
ㆩㆮ

ࢤو　
事業内༰⾣ ྫྷ ؒロール成ܗ機、造管

機、無ਓறं場・றྠ場
管ཧシスςムのا画・
設計・製造・ൢച

所 在 地⾣ ˟ 701-2603 
Ԭ山ݝඒ作ࡾࢢอ678ݪ 

ి 　 ⾣0868-74-3637
6　3　-⾣IUUQ�//XXX.BJEB-eOH.DP.KQ/
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美作市は、岡山県の北東部に位置する面積429.29平方キロメートル、
人口約 3万人の街です。北は鳥取県、東は兵庫県と接し、地域全体に緑
豊かな山々と、清らかな川の流れ、その周辺に広がる田園などが調和し
て落ち着きのある景観を形成しています。
市内には湯郷温泉があり、京阪神の奥座敷として人気を集めています。

また、剣聖・宮本武蔵の生誕地をはじめ、F1が開催された岡山国際サー
キットなど豊富な観光資源に恵まれ、多くの観光客が訪れています。

【木地師の館】
　梶並川の上流、木地山地
区は今から約 450 年ほど前
から木地師たちが、自然木
を加工して生活用品を製造
してきました。伝統継承の
館「木地師の館」では、ヒノキ、トチなどの天然木材を使用して、
菓子器や盆など本格的な木地細工を体験することができます。

【湯
ゆの

郷
ごう

温泉】
　湯郷温泉は、岡山県北エリア（旧美作国）にある、湯原温泉、奥津温泉
と合わせた美

みま

作
さか

三
さん

湯
とう

の 1つ。由来は今から約 1200 年前に、円仁法師が西国
巡礼の際に、1羽の白鷺が足の傷を癒しているのを見て、温泉を発見したと
伝えられており、別名「鷺の湯」。泉質はラジウム気泡を含む塩化物泉。無
色透明の湯は肌がつるつるになると評判で、別名「美人の湯」とも呼ばれ
ています。

地
元
探
訪

OKAYAMA

美作市

【雲海】
　標高 500メートルの大芦高原から望む雲海。10 月下旬から2月上旬のよく冷え込んだ早
朝に現れます。
　美作の山々が大小の島のように浮かぶ様は言葉にならないほどの美しさです。

【地
ジ

美
ビ

恵
エ

の郷　みまさか】
　農作物等に被害を与える有害獣であるイノシ
シとニホンジカを地域資源として有効利用するた
め、獣肉処理施設を整備し、食肉処理することで
好循環となる有害獣対策に取り組んでいます。地
域の美味しい恵みである、ジビエを湯郷温泉と一
緒にお楽しみください。

美作市ホームページ
http://www.city.mimasaka.lg.jp/
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ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
ブ
ラ
ン
ド
・ 

情
報
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
　

加
速
す
る
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
自
治
体

の
消
滅
可
能
性
な
ど
暗
い
話
が
多
い
で
す
が
、

危
機
の
な
か
に
も
機
会
が
あ
り
、
危
機
意
識

か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
生
ま
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
新
し
い
動
き
が
起
き
て
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
で
き
て
か

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
や
ま
ち

づ
く
り
と
い
う
発
想
が
か
な
り
定
着
し
て
き

ま
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
み
た
ス
ポ
ー
ツ

で
も
、
政
府
は
２
０
２
５
年
ま
で
に
ス
ポ
ー

ツ
産
業
の
規
模
を
今
の
５
兆
円
か
ら
15
兆
円

へ
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
を
活
用
し
た
課
題
解
決
や
、
モ

ノ
づ
く
り
か
ら
コ
ト
づ
く
り
へ
の
動
き
、
既

に
あ
る
学
校
や
公
園
、
廃
校
の
活
用
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
動
き
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡
大
が
非
常
に

重
要
で
す
。
私
の
実
感
で
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
な

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
体
育
館
や
運
動
場
で

の
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
は
な
く
て
、
自
然
の
中

で
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
遊
ん
で
い
る
人
の
人
口
が

増
え
、
体
験
型
消
費
も
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
の
が
実
感
で
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
の
軽
量
化
・
高
機
能

化
・
携
帯
性
が
向
上
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ

ル
な
も
の
が
増
え
た
こ
と
で
、
女
性
参
加
の

増
加
、
山
ガ
ー
ル
が
登
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
か
ら
フ
ァ
ン
ラ
ン
ま
で
含
め

た
マ
ラ
ソ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
3
千
く
ら
い
あ
り
、

耐
久
性
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
も
増
加
、
少
し

贅
沢
な
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
む
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

も
人
気
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
加
が
起
点
と
な
り
、

そ
こ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
発
展
、
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
展
、
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア

リ
ー
ナ
の
整
備
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
充
実
、
と

自
律
的
好
循
環
が
実
現
す
る
よ
う
に
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

地
域
活
性
化
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
商
品
の
開
発
、
大
会
誘

致
、合
宿
・
キ
ャ
ン
プ
誘
致
な
ど
を
通
し
て
、

経
済
効
果
だ
け
で
な
く
社
会
的
な
効
果
も
創

り
出
し
ま
す
。
特
に
、
ま
ち
づ
く
り
、
都
市

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
効
果
、
地
域
の
一
体
感

醸
成
や
、
増
え
る
訪
日
客
を
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ス
ト
と
し
て
誘
客
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
動
き
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 

ス
ポ
ー
ツ
で
人
と
物
を
動
か
す 

仕
組
み
を
つ
く
る

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
＝
旅
行
目
的
地
を

ど
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
か
は
、
自
治
体
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
で
す
。
私
が
今
、
代
表

理
事
を
務
め
て
い
る
日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
機
構
で
は
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
運
動
を
支
援
し
、

こ
の
課
題
解
決
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
×
観
光
と
い
う
の
は
非
常
に

面
白
い
。
自
然
資
源
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
的
な
動
き

や
社
会
的
な
効
果
が
出
て
く
る
。
例
え
ば

リ
バ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
す
。
徳
島
県
の
吉

野
川
の
川
沿
い
に
は
10
社
以
上
の
リ
バ
ー

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
業
者
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
し

て
い
ま
す
。
毎
週
都
会
か
ら
若
い
人
が
来

て
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
、
食
べ

て
、
飲
ん
で
、
お
土
産
を
買
っ
て
帰
っ
て
い

く
。
リ
バ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
生
活
を
す
る
こ
と
も
可
能
に
な

っ
て
雇
用
も
増
え
る
。

何
も
な
い
と
こ
ろ
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

つ
く
る
の
が
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
基
本

で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
明
確
な
目
的
を
活

用
し
て
、
新
し
い
旅
行
需
要
を
創
出
す
る
。

こ
こ
に
来
る
理
由
を
ど
う
つ
く
る
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
地
方
で
は
素
晴
ら
し
い
自
然
資

源
が
活
用
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
人
口
減
の
一
方
で
自
然
の
豊

か
さ
は
増
え
て
い
く
、
そ
こ
に
あ
る
可
能
性

が
日
本
の
未
来
に
と
っ
て
重
要
に
な
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
性
化
に
向
け

て
、
内
閣
府
は
「
未
来
投
資
戦
略
」（
２
０

地域産業交流セミナー

『
地
方
創
生
×
ス
ポ
ー
ツ
』

〜
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た
ま
ち
の
創
造
〜

講
演

1
地
方
創
生
×
ス
ポ
ー
ツ
：

ス
ポ
ー
ツ
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
新
潮
流

早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
学
術
院
教
授

 

（
は
ら
だ
　
む
ね
ひ
こ
）

原
田
宗
彦
氏

平
成
ú÷
年
ø÷
月
ùû
日（
水
）

平
成
30
年
度 

地
域
産
業
交
流
セ
ミ
ナ
ー

　大ࡕ生まれ。ϖンシϧόニ
アभཱ大学݈߁・体育・Ϩク
Ϧエーシϣン学෦ത࢜՝ఔम
ྃ（1I.D.）。ࣛ屋体育大学ॿ
ख、ϑϧϒϥイト্ڀݚڃ員

（ςΩサε̖ˍ̢大学）、大ࡕ
体育大学大学Ӄ教तなどをܦ
て、2005 年からૣ稲田大学
εϙーπՊ学学ज़Ӄ教त。一
般社団๏人日ຊεϙーππー
ϦζϜਪਐ機ߏ代දཧ事、日
ຊεϙーπマωδϝント学会
会長、+ Ϧーάࢀ༩をめる。

統
一
テ
ー
マ
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１
７
年
）
の
中
で
、
①
官
民
協
働
に
よ
る
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
策
定
す
る
官
民
協
議

会
の
立
ち
上
げ
、
②
地
方
公
共
団
体
・
ス

ポ
ー
ツ
団
体
・
観
光
産
業
等
が
連
携
し
た

『
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
』
の
取
り

組
み
の
支
援
、
そ
し
て
③
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

芸
術
・
観
光
の
分
野
に
お
け
る
さ
ら
な
る
連

携
・
融
合
の
促
進
（
文
化
庁
・
観
光
庁
・
ス

ポ
ー
ツ
庁
と
環
境
省
の
３
庁
１
省
の
連
携
に

よ
る
）と
い
う
三
つ
の
戦
略
を
掲
げ
ま
し
た
。

今
回
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た

モ
ン
ベ
ル
さ
ん
も
入
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

官
民
連
携
協
議
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
中
で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
二
つ
を
や
っ

て
い
こ
う
と
動
い
て
い
ま
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

自
然
環
境
の
中
で
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
景

観
・
環
境
・
文
化
に
親
し
み
な
が
ら
身
体
活

動
を
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
が
で
き
ま
す
。
海
、
山
、
川
、
森
、

雪
は
再
生
産
可
能
な
資
源
で
す
。
日
本
は
山

が
高
く
て
谷
が
深
く
、
南
北
に
非
常
に
長
い

と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
ア

ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
の
は
非
常
に
立

体
的
な
ス
ポ
ー
ツ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
環
境
省
で

も
「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
、こ
れ
ま
で
の
自
然
資
源
の「
保
存
」か
ら
、

ア
メ
リ
カ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

的
な
発
想
で
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
イ
ン
タ
ー
プ

リ
タ
ー
（
自
然
解
説
員
）
の
数
を
増
や
し
、

ツ
ー
リ
ス
ト
に
開
放
し
て
い
く
自
然
の
「
賢

明
な
利
用
」
の
方
向
へ
と
舵
を
切
り
は
じ
め

ま
し
た
。

武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
耳
慣
れ
な
い
言
葉

だ
と
思
い
ま
す
が
、
武
道
や
武
術
の
見
学
、

観
戦
、
実
技
体
験
、
施
設
見
学
な
ど
、
日
本

で
し
か
体
験
で
き
な
い
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
、

伝
統
文
化
・
精
神
文
化
が
融
合
し
た
希
少
性

の
高
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
。
私
と
ス
ポ
ー
ツ

庁
が
一
緒
に
考
え
た
概
念
の
整
理
で
す
が
、

①
柔
道
、
剣
道
、
空
手
、
弓
道
な
ど
卓
越
し

た
技
能
、
心
技
体
の
修
練
・
修
行
を
行
う
、

精
神
世
界
に
触
れ
る
伝
統
的
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
の
「
武
道
」
と
、
②
文
化
的
側
面
が
強
く

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
備
え
る
流
鏑
馬
や
日
本
泳
法
な
ど
の
武

芸
、
あ
る
い
は
忍
者
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ

ラ
な
ど
武
道
か
ら
波
及
し
た
文
化
や
伝
統
的

要
素
を
楽
し
む
広
範
な
領
域
の「
Ｂ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
」、

そ
の
双
方
を
両
輪
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
で

日
本
独
自
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
す
。

２
０
１
３
年
こ
ろ
か
ら
訪
日
外
国
人
が
急

増
し
２
０
１
７
年
に
は
2
千
８
百
万
人
に
な

り
ま
し
た
。
政
府
は
２
０
２
０
年
に
4
千
万

人
と
い
う
目
標
を
立
て
て
い
ま
す
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
伸
び
に
は
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
面
か
ら
も
期
待
を
し
て
い
ま
す
。
従
来
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
は
「
都
市
型
・
モ
ノ
消

費
」
で
、
百
貨
店
や
家
電
量
販
店
な
ど
で
の

消
費
が
主
流
で
、「
地
方
型
・
モ
ノ
消
費
」

は
弱
い
。
道
の
駅
ご
と
の
特
産
品
や
物
産
品

の
多
様
性
は
日
本
に
し
か
な
い
も
の
で
、「
地

方
型
・
モ
ノ
消
費
」
は
今
後
さ
ら
に
伸
ば
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。注

目
す
べ
き
は
「
地
方
型
・
コ
ト
消
費
」、

す
な
わ
ち
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
リ

バ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
、フ
ォ

レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
田
舎
暮
ら
し
体

験
、
農
業
体
験
な
ど
、
今
後
可
能
性
が
あ
る

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
４
割
は
リ
ピ
ー
タ
ー
で
、
リ

ピ
ー
ト
率
が
増
え
る
に
つ
れ
て
地
方
に
行

き
、
地
方
に
行
く
ほ
ど
支
出
が
増
え
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
コ
ト
消
費
に
焦

点
を
あ
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

で
は
、
誰
が
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
盛

り
上
げ
て
い
く
か
。今
、日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
機
構
が
中
心
に
な
っ
て
、
地
域

に
ス
ポ
ー
ツ
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
ろ
う

と
動
い
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域

活
性
化
へ
、
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
を
上
げ
る
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
健
康
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
命

名
権
、
企
業
協
賛
金
、
指
導
者
派
遣
等
で
地

域
内
か
ら
収
入
を
得
る「
地
域
資
産
形
成
型
」

（
イ
ン
ナ
ー
）
の
施
策
と
、
観
戦
型
・
参
加

型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
実
施
や
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
誘
客
、
施
設
運
営
、
合
宿
誘

致
、
企
業
協
賛
金
な
ど
地
域
外
か
ら
の
収
入

を
得
る
「
域
外
交
流
振
興
型
」（
ア
ウ
タ
ー
）

の
施
策
が
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
ナ
ー
と
ア
ウ

タ
ー
両
方
の
施
策
を
同
時
展
開
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
心
と
な
る
事
業
体

が
、
地
方
公
共
団
体
と
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
観

光
産
業
な
ど
の
民
間
企
業
が
一
体
と
な
っ
て

組
織
さ
れ
た
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」
な
の
で
す
。
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パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
の
新
し
い
場
づ
く
り

日
常
的
な
ス
ポ
ー
ツ
空
間
、
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
身
近
な

公
園
、
あ
る
い
は
大
規
模
な
公
園
を
、
も
っ
と

人
が
近
づ
き
や
す
い
遊
べ
る
場
に
し
な
い
と

い
け
な
い
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
よ
り
よ
い
生

活
の
た
め
の
道
路
や
街
並
み
・
景
観
と
い
っ
た

ハ
ー
ド
面
と
、
歴
史
・
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー

ツ
等
の
ソ
フ
ト
面
の
双
方
か
ら
改
善
を
図
っ

て
い
く
も
の
で
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
ス
ポ
ー

ツ
が
果
た
す
役
割
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

２
０
１
６
年
に
出
版
し
た
拙
著
「
ス
ポ
ー

ツ
都
市
戦
略
」（
学
芸
出
版
）
で
は
、
移
動

が
簡
単
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
、
歩
き
た
く

な
る
住
環
境
の
整
備
、
そ
し
て
歩
道
、
ト
レ

イ
ル
、
自
転
車
専
用
道
な
ど
の
整
備
等
、
モ

ビ
リ
テ
ィ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要
な
要

素
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
上
で
、
自
然
と
共
生
し

た
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
、
小
規

模
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
持
続
的
な
開
催

な
ど
が
有
効
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
人
を
呼
び
込
み
交
流
人
口

を
拡
大
し
、
地
域
密
着
型
の
Ｊ
リ
ー
グ
や
Ｂ

リ
ー
グ
と
い
っ
た
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
す

る
こ
と
も
重
要
で
す
。

健
康
的
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
思
わ
ず
歩
き
た
く

な
る
、
走
り
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
や
健
康

器
具
を
備
え
た
公
園
な
ど
の
設
置
も
必
要
と

な
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
と
親
和
性
の
高
い
都

市
に
は
、
こ
の
よ
う
な
要
素
が
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
豊
島
区
の
南
池
袋
公
園
は
、
か

つ
て
、
浮
浪
者
が
い
た
り
、
ブ
ル
ー
テ
ン
ト

が
あ
っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
行
き
た
く
な
い
場

所
だ
っ
た
の
が
、
カ
フ
ェ
が
で
き
、
芝
生
を

張
っ
て
、無
粋
な
看
板
を
な
く
し
た
こ
と
で
、

今
は
日
曜
に
な
る
と
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
が
あ
り
、

家
族
連
れ
が
芝
生
で
遊
び
、
子
ど
も
が
走
り

回
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
公
園
へ
と
変
わ
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
、
パ
ー
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
思
想
で
す
。

官
民
連
携
で
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備

ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備
で
も
官
民
連
携
の

様
々
な
動
き
が
あ
り
ま
す
。
Ｂ
リ
ー
グ
の
試

合
会
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
工
期
６
〜
７

カ
月
、
18
億
円
の
ロ
ー
コ
ス
ト
ア
リ
ー
ナ
は

「
民
設
民
営
」。
筑
波
鉄
道
の
廃
線
跡
に
で
き

た
「
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
」
は
「
公
廃
公
営
」

の
自
転
車
専
用
道
。
土
浦
駅
に
は
サ
イ
ク
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ
、
自
転
車
も
借

り
ら
れ
、
修
理
も
で
き
る
上
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
も
手
に
入
り
、
霞
ヶ
浦
一
周
サ
イ
ク

ル
ロ
ー
ド
と
の
結
節
点
と
し
て
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
す
。「
公
廃
民
営
」
で
は
、
Ｂ
リ
ー

グ
チ
ー
ム
を
保
有
す
る
企
業
が
舞
洲
ア
リ
ー

ナ
を
長
期
賃
貸
借
契
約
で
運
営
し
、
練
習
利

用
、
試
合
で
の
集
客
、
命
名
権
な
ど
コ
ン
テ

ン
ツ
の
力
を
活
か
し
て
収
入
を
得
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
来
る
理
由
を
つ
く
れ
ば
人
は
来

る
と
い
う
ひ
と
つ
の
例
で
す
。
増
え
て
い
る

廃
校
も
体
育
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
る
の
で

社
会
体
育
施
設
と
し
て
よ
み
が
え
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
銚
子
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
は
ス
ポ
ー

ツ
で
廃
校
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
成
功
例
の
ひ

と
つ
で
す
。
千
葉
県
銚
子
市
は
人
口
減
少
で

銚
子
西
高
校
も
早
々
と
廃
校
に
な
り
、
全
く

使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
地
元
に

あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
銚
子
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
銚
子
市
と
共
同
出
資
で
三
セ
ク
の

株
式
会
社
を
つ
く
り
経
営
に
乗
り
出
し
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
施
設
に
改
装
し
て
、
今
は
野

球
、
ダ
ン
ス
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
合
宿
で
９
割
以
上
が
予
約
で
埋
ま
っ
て

い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
た
め
に
、最
初
に
す
る
べ
き
こ
と
が
、

地
域
に
固
有
の
ス
ポ
ー
ツ
資
源
の
再
発
見
で

す
。
私
は
「
ス
ポ
ー
ツ
資
源
の
棚
卸
し
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
が
、
一
度
そ
こ
に
何
が
あ
る

の
か
を
、
内
部
の
人
だ
け
で
は
な
く
外
部
の

人
の
目
で
見
て
も
ら
う
と
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
分

析
し
て
い
く
と
可
能
性
が
見
え
て
き
ま
す
。

次
に
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

人
材
づ
く
り
で
す
。
内
部
の
人
で
も
外
部
の

人
で
も
い
い
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
も
非
常

に
有
用
な
人
的
資
源
に
な
り
ま
す
。
最
近
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
要
項
を
見
て
い

る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
で
き
る

人
と
か
、
ス
ポ
ー
ツ
を
指
導
で
き
る
人
と
い

う
の
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を

や
っ
て
い
る
人
を
移
住
者
に
受
入
れ
て
、
地

域
で
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
て
も
ら
う
の
も
い
い

考
え
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ソ
フ
ト
事
業
と
ハ
ー
ド
事
業
を

同
時
に
動
か
す
。
ソ
フ
ト
で
は
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
合

宿
な
ど
の
誘
致
・
開
催
な
ど
、
ハ
ー
ド
は
自

転
車
道
の
整
備
や
案
内
表
示
の
改
善
な
ど
が

あ
り
、
続
く
Ｐ
Ｒ
事
業
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
非
常
に
有
効
な
メ
デ
ィ
ア

と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

２
０
１
８
年
1
月
の
『TRAVEL JOURNAL

』

と
い
う
雑
誌
に
、
近
く
訪
日
客
の
１
割
が
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ス
ト
に
な
る
日
は
遠
く
な

い
、
と
い
う
こ
と
を
書
き
ま
し
た
が
、
沖
縄

で
は
ア
ジ
ア
観
光
客
の
８
割
ぐ
ら
い
が
ス

ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
次
に
原
稿
を
頼
ま
れ
た
と
き
は

３
割
ぐ
ら
い
に
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
ま
ち
づ
く

り
が
大
き
く
進
展
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

地域産業交流セミナー
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「
撓た
わ

ま
ず
屈
せ
ず
」

釜
石
は
岩
手
県
の
三
陸
沿
岸
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
東
北
の
一
寒
村
の
釜
石
で
す

が
、
日
本
の
近
代
製
鉄
の
発
祥
の
町
で
す
。

な
ぜ
こ
ん
な
東
北
の
片
田
舎
が
日
本
の
近

代
製
鉄
の
発
祥
の
場
所
な
の
か
と
思
う
方

も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
か
ら
１

６
０
年
前
に
南
部
藩
士
の
大
島
高
任
が
、

日
本
で
最
初
の
洋
式
高
炉
に
よ
る
製
鉄
に

成
功
し
た
の
が
釜
石
の
大
橋
で
す
。
私
ど

も
と
し
て
は
鉄
の
町
、
そ
し
て
日
本
の
近

代
化
の
礎
を
築
い
た
町
と
い
う
こ
と
に
誇

り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
7
月
、

短
期
間
で
近
代
化
を
成
し
遂
げ
た
「
明
治

日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
遺
産
へ
の
登
録
が
決
定
し
、
23
の
構

成
資
産
の
一
つ
に
釜
石
も
入
り
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

「
鉄
は
国
家
な
り
」
と
言
わ
れ
て
い
た
時

代
、
そ
の
こ
と
で
大
き
な
悲
劇
も
あ
り
ま

し
た
。
ピ
ー
ク
時
に
は
日
本
の
製
鉄
の
約

７
割
が
釜
石
で
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
か
ら
、日
本
の
鉄
＝
釜
石
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
わ
り

ご
ろ
に
は
連
合
軍
艦
船
が
押
し
寄
せ
、
艦

砲
射
撃
で
釜
石
の
中
心
街
は
全
部
焼
け
野

原
に
な
り
ま
し
た
。

実
は
、
明
治
29
年
の
大
津
波
、
昭
和
８
年

の
大
津
波
で
も
、
ま
さ
に
同
じ
場
所
が
壊
滅

的
な
状
況
に
な
り
、
多
く
の
人
が
犠
牲
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
「
撓た
わ

ま
ず
屈

せ
ず
」、「
不ふ

撓と
う

不ふ

屈く
つ

」
と
い
う
言
葉
が
い
つ

の
間
に
か
釜
石
の
合
言
葉
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
抱
え
る
釜
石
で
す

が
、
東
日
本
大
震
災
で
ま
た
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

震
災
か
ら
７
年
経
っ
て
、
お
か
げ
さ
ま

で
大
き
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
ほ
ぼ
完
了
し

て
き
ま
し
た
。
釜
石
は
約
4
千
世
帯
が
被

災
し
ま
し
た
が
、
未
だ
に
４
百
世
帯
ほ
ど

が
仮
設
住
宅
に
住
ん
で
お
り
ま
す
か
ら
、

復
興
は
ま
だ
道
半
ば
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
が
、
復
興
住
宅
の
建
設
あ
る
い
は
宅

地
の
造
成
も
順
調
に
進
み
、
２
０
１
９
年

の
３
月
ま
で
に
は
す
べ
て
完
了
す
る
予
定

で
す
。
た
だ
、
宅
地
造
成
が
終
わ
っ
て
も

被
災
し
た
一
人
一
人
が
家
を
再
建
す
る
と

な
る
と
、
釜
石
だ
け
で
は
な
く
て
三
陸
全

体
が
被
災
地
で
す
の
で
、
大
工
を
は
じ
め

と
す
る
建
築
会
社
が
多
忙
の
た
め
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
家
が
建
て
ら
れ
な
い
と

い
う
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
も
、

震
災
後
に
家
を
再
建
し
よ
う
と
思
っ
て
い

た
人
も
、
７
年
の
間
に
体
調
を
崩
し
て
入

院
し
た
り
、
高
齢
者
は
老
人
ホ
ー
ム
に
入

っ
て
し
ま
っ
た
り
、家
族
が
亡
く
な
っ
た
り
、

今
さ
ら
家
を
建
て
る
必
要
が
な
く
な
っ
た

と
考
え
て
い
る
人
も
数
多
く
お
り
ま
す
。

被
災
し
た
一
人
一
人
の
状
況
に
対
応
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
最
後
の
一
人
ま
で
住

ま
い
の
再
建
が
で
き
る
よ
う
に
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

振
り
返
る
と
た
く
さ
ん
の
課
題
が
あ
り

ま
し
た
。
被
災
し
た
人
た
ち
が
避
難
所
か

ら
い
つ
仮
設
住
宅
に
入
れ
る
の
か
、
仮
設

住
宅
の
建
設
、
が
れ
き
の
撤
去
、
が
れ
き

と
い
っ
て
も
そ
こ
に
は
ご
遺
体
が
あ
る
わ

け
で
す
か
ら
、
ご
遺
体
の
対
応
を
ど
う
し

た
ら
い
い
か
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
乗
り

越
え
な
が
ら
今
日
ま
で
来
て
い
ま
す
。
特

に
強
調
し
た
い
の
は
、
亡
く
な
っ
た
方
々

の
ご
遺
体
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
、
家

族
が
そ
れ
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
と
い

う
の
は
、
実
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
。

遺
体
安
置
所
に
た
く
さ
ん
の
ご
遺
体
が

並
び
、
そ
こ
に
駆
け
付
け
た
家
族
が
自
分

の
家
族
を
探
す
こ
と
が
大
変
で
し
た
。
何

カ
所
も
あ
る
遺
体
安
置
所
に
、
被
災
し
た

人
た
ち
が
家
族
を
探
し
に
行
く
た
め
に
道

路
を
通
れ
る
よ
う
に
し
、
バ
ス
を
配
車
し

て
、
今
日
は
あ
の
遺
体
安
置
所
、
明
日
は

こ
ち
ら
の
遺
体
安
置
所
、
そ
し
て
早
く
家

族
を
探
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
、
私
た
ち
の
震
災
直
後
の
課
題
で
あ
り

ま
し
た
。

大
規
模
災
害
に
お
い
て
多
く
の
ご
遺
体

に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
は

国
の
防
災
制
度
の
中
に
定
め
て
あ
り
ま
せ

ん
。
何
か
し
よ
う
と
す
る
と
制
度
が
壁
に

な
り
、
そ
の
解
決
に
知
恵
を
出
す
こ
と
に

時
間
と
労
力
を
費
や
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
後
は
私
ど
も
の
経
験
を
活
か
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
折
に
触
れ
て
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

震
災
直
後
か
ら
私
た
ち
は
被
災
し
た
人

講
演

2
小
さ
な
町
の
大
き
な
夢

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
™ 

釜
石
開
催
に
向
け
て

釜
石
市
長

	

（
の
だ
　
た
け
の
り
）

野
田
武
則
氏
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た
ち
の
住
ま
い
の
再
建
と
併
せ
て
、
ど
う

し
た
ら
こ
の
町
の
立
て
直
し
が
で
き
る
の

か
、
あ
る
い
は
次
の
世
代
が
こ
の
町
で
暮

ら
し
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

「
鉄
は
国
家
な
り
」
と
言
わ
れ
た
時
代
は
、

釜
石
に
行
け
ば
生
活
で
き
る
、
と
東
北
各

県
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

製
鉄
所
は
、
朝
、
昼
、
夜
中
と
３
交
代
の

勤
務
で
す
か
ら
、
昼
夜
問
わ
ず
大
変
に
ぎ

や
か
な
時
代
が
あ
り
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
鉄
の
生
産
の
縮
小
に
伴
い
釜
石
か
ら

愛
知
県
な
ど
に
多
く
の
人
が
移
住
し
ま
し

た
。
急
激
に
人
口
が
減
り
、
経
済
が
低
迷

し
、「
日
本
の
縮
図
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
縮
図
で
あ
る
釜
石
を
研
究
す
れ
ば

日
本
の
将
来
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い

か
、
こ
う
い
う
町
に
希
望
は
あ
る
の
か
と
、

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
の
玄
田
先
生

た
ち
が
「
希
望
学
」
と
い
う
新
し
い
学
問

分
野
を
創
設
し
、
震
災
前
に
一
連
の
研
究

成
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う

と
い
う
矢
先
の
東
日
本
大
震
災
で
し
た
。

震
災
後
、
こ
れ
か
ら
復
興
し
な
が
ら
、

こ
の
町
を
つ
く
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
検
討
を
重
ね
て
、
10
年
で
復
興
を
成
し

遂
げ
よ
う
と
復
興
計
画
を
つ
く
り
ま
し
た
。

目
標
は
「
三
陸
の
大
地
に
光
輝
き
希
望

と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
釜
石
」
と
し
て
、

前
期
３
年
間
は
、
が
れ
き
撤
去
や
仮
設
住

宅
建
設
、
と
に
か
く
復
旧
に
力
を
入
れ
て

い
く
。
次
の
中
期
３
年
間
は
将
来
の
可
能

性
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
取
り
組
ん
で
い
こ

う
。
後
期
４
年
間
は
復
興
後
の
町
の
姿
を

見
せ
て
い
く
「
自
立
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
現
在
は
後
期

の
２
年
目
に
入
っ
て
い
ま
す
。

中
期
３
年
間
で
様
々
な
こ
と
に
取
り
組

み
ま
し
た
。「
オ
ー
プ
ン
シ
テ
ィ
釜
石
」
も

そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
人
口
が
ど
ん
ど
ん
減

っ
て
い
る
町
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
は
地
元
の
人
だ
け
で
は
な
く
、

外
部
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
も
ら
っ

て
、
そ
の
力
を
得
な
い
と
町
の
発
展
は
あ

り
得
な
い
。
橋
野
鉄
鉱
山
の
世
界
遺
産
へ

の
登
録
も
、
２
０
１
９
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
釜
石
開
催
も
、
次
の
世
代
の

た
め
に
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
釜
石
が
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
も
の
は
何
で
も
や
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
手
を
挙
げ
さ
せ
て
も
ら
っ
た

も
の
で
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
ラ
グ
ビ
ー
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

「 

鉄
と
魚
と
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち 

釜
石
」

当
時
、
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
ぜ
ひ
釜
石
で

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
開
催
す
る
べ

き
だ
と
い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

都
度
、「
そ
ん
な
こ
と
は
被
災
者
の
前
で
言

え
な
い
。
ま
だ
避
難
所
に
い
る
人
た
ち
が
い

る
の
に
、
仮
設
住
宅
も
ま
だ
で
き
な
い
の
に

そ
ん
な
話
は
で
き
な
い
。」
と
話
を
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
も
道
路
や
鉄
道
等
の
交
通
イ

ン
フ
ラ
も
被
災
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
三

陸
沿
岸
道
路
が
復
興
道
路
と
し
て
、
ま
た
、

内
陸
と
沿
岸
部
を
結
ぶ
東
北
横
断
自
動
車
道

釜
石
秋
田
線
が
復
興
支
援
道
路
と
し
て
、
10

年
で
完
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
被
災
し
た
Ｊ
Ｒ
山
田
線
を
三
陸
鉄
道
が

運
行
す
る
と
い
う
話
も
ま
と
ま
り
、
釜
石
を

取
り
巻
く
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
可
能
性
が

出
て
き
ま
し
た
。
も
し
か
し
た
ら
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
で
き
る
の
か
な
と
い
う
微
か
な
望

み
を
持
ち
ま
し
た
。

「
鉄
と
魚
と
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
」
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
ラ
グ
ビ
ー
か
と

い
う
と
、
昭
和
50
年
代
後
半
に
新
日
鐵
釜
石

ラ
グ
ビ
ー
部
の
赤
い
ジ
ャ
ー
ジ
が
日
本
選
手

権
７
連
覇
を
達
成
し
て
日
本
中
が
湧
い
た
。

40
歳
代
以
上
の
人
た
ち
は
釜
石
と
言
う
と

「
ラ
グ
ビ
ー
」
と
す
ぐ
認
識
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。
で
す
か
ら
私
た
ち
は
「
鉄
と
魚
と
ラ

グ
ビ
ー
の
ま
ち
」
と
言
い
表
し
て
き
た
わ
け

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
釜
石
の
市
民
で
そ
の

記
憶
を
持
つ
人
が
次
第
に
少
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。小
中
学
生
や
高
校
生
に
聞
い
て
も
、

「
何
で
釜
石
が
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
？
」
と
疑

問
に
思
う
人
が
多
い
の
で
す
。

考
え
て
み
れ
ば
『
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
』

と
言
い
な
が
ら
今
の
子
供
た
ち
に
は
そ
う

い
う
経
験
が
な
い
、
レ
ガ
シ
ー
が
伝
わ
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
２
０
１
９
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
を
開
催
す
る
こ
と
は
、
７
連

覇
の
レ
ガ
シ
ー
を
釜
石
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
げ
て
い
く
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、

ア
ジ
ア
で
、
日
本
で
初
め
て
開
催
す
る
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
日
本
選
手
権

Ｖ
７
の
歴
史
を
持
つ
こ
の
小
さ
な
町
で
開

催
す
る
こ
と
が
、
次
の
世
代
に
伝
え
ら
れ

地域産業交流セミナー
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る
最
大
の
レ
ガ
シ
ー
だ
と
い
う
こ
と
に
気

付
い
た
の
で
す
。

当
初
は
釜
石
が
選
ば
れ
る
可
能
性
は
３

割
ぐ
ら
い
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

当
時
ラ
グ
ビ
ー
関
係
者
が
釜
石
に
来
た
と

き
に
も
、
が
れ
き
の
山
で
す
か
ら
、「
こ
ん

な
場
所
で
今
か
ら
ス
タ
ジ
ア
ム
を
つ
く
る

の
で
す
か
」「
で
き
る
の
で
す
か
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。

漁
師
が
漁
に
出
る
と
き
に
船
に
掲
げ
る
大

漁
旗
、｢

フ
ラ
イ
キ｣

と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

Ｖ
７
当
時
の
新
日
鐵
の
応
援
団
が
使
っ
て
い

ま
し
た
。
釜
石
で
開
催
で
き
る
の
か
海
外
か

ら
多
く
の
視
察
が
来
た
の
で
す
が
、
そ
の
と

き
に
地
元
の
人
た
ち
が
フ
ラ
イ
キ
を
振
り
、

「
や
れ
る
、
頑
張
れ
る
」
と
言
っ
た
ら
、
感

激
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
釜
石
市
が
12
の
開
催
都
市
の
一
つ

と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

三
陸
沿
岸
、
岩
手
県
の
北
部
は
洋
野
町
、

「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
で
有
名
な
久
慈
市
、
南
の

ほ
う
は
一
番
被
害
が
大
き
か
っ
た
一
本
松

の
陸
前
高
田
市
、
こ
の
あ
た
り
が
岩
手
県

沿
岸
の
被
災
地
で
す
。
12
市
町
村
が
あ
り

ま
す
が
、
震
災
前
の
人
口
は
28
万
人
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
７
年
で
２
万
5
千
人
か
ら

３
万
人
ぐ
ら
い
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
今
か
ら
高
速
道
路
を
つ
く
る
、
鉄
道
を

つ
く
る
、
そ
し
て
防
潮
堤
を
つ
く
る
。
こ

れ
ほ
ど
の
お
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
。
三
陸
全
体
が
道
路
と
鉄

道
で
結
ば
れ
ま
す
の
で
、
み
ん
な
で
連
携

し
て
人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け
て
、
地
域

の
振
興
策
を
図
っ
て
い
く
。
そ
の
一
環
が

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
す
。
こ
れ

か
ら
の
三
陸
全
体
の
振
興
策
に
つ
な
が
る

か
ど
う
か
、
大
き
な
モ
デ
ル
事
業
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
７
年
間
に
わ
た
り
大
変
な
ご
支

援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
こ

と
に
あ
ら
た
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
™

釜
石
開
催
へ

こ
こ
か
ら
は
ラ
グ
ビ
ー
の
話
で
す
。福
島
、

宮
城
、
岩
手
、
青
森
の
被
災
地
を
代
表
し
て

唯
一
、
東
北
６
県
を
代
表
し
て
釜
石
で
開
催

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
私
ど
も
と
し

て
は
、
被
災
地
の
復
興
に
全
国
あ
る
い
は
全

世
界
の
人
た
ち
か
ら
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ

と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
、
ラ
グ
ビ
ー
を
通

じ
て
世
界
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
、
東
日

本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
な
が
ら
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
取
り
組
み
、
復
興
の
姿

を
お
伝
え
す
る
義
務
が
あ
る
。
釜
石
で
開
催

す
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
意
義
に

つ
い
て
深
く
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
の
精
神
の
「
ワ
ン
・
フ
ォ
ー
・

オ
ー
ル
、
オ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ン
」「
一

人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の

た
め
に
」
は
、
考
え
て
み
る
と
復
興
そ
の
も

の
で
す
。
防
潮
堤
が
で
き
る
、
道
路
が
で
き

る
、
宅
地
造
成
が
で
き
る
、
町
全
体
の
形
は

で
き
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
被
災
者
一
人
一
人

が
復
興
し
な
い
と
こ
れ
は
復
興
と
は
言
え
な

い
。
で
も
、
一
人
の
人
間
が
で
き
て
も
周
り

の
環
境
が
で
き
な
い
と
復
興
と
は
言
え
な
い
。

両
方
が
セ
ッ
ト
だ
。
ラ
グ
ビ
ー
と
復
興
に
相

通
じ
る
も
の
が
あ
っ
て
、
私
は
非
常
に
こ
の

言
葉
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
絆
や
み
ん
な

で
協
力
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
、
そ
し
て

ま
た
常
に
前
を
向
い
て
い
く
、
希
望
を
つ
く

っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
、
大
事
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
、
そ
れ
以
来
、「
ワ
ン
・

フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
、
オ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
・
ワ

ン
」
と
い
う
言
葉
を
多
く
使
わ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

釜
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
常
設

６
千
席
、
Ｗ
杯
開
催
時
は
仮
設
を
含
め
て
１

万
６
千
席
の
小
さ
な
ス
タ
ジ
ア
ム
で
す
。
緑

と
海
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
ス
タ
ジ
ア
ム

で
、壁
が
な
い
の
で
風
通
し
が
す
ご
く
い
い
、

さ
わ
や
か
な
風
が
吹
い
て
く
る
。
普
段
住
ん

で
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
そ
の
よ
さ

を
感
じ
な
い
の
で
す
が
、
特
に
海
外
か
ら
来

る
人
た
ち
が
「
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ジ

ア
ム
を
見
た
こ
と
が
な
い
」
と
言
う
。
満
足

な
設
備
も
な
い
の
で
す
が
、
周
り
の
風
景
が

い
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
三
陸
沿
岸
の
地
域

に
は
こ
ん
な
小
さ
な
ス
タ
ジ
ア
ム
で
す
ら
無

か
っ
た
の
で
す
。
釜
石
と
い
う
よ
り
三
陸
沿

岸
の
被
災
地
に
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
の
素
晴
ら
し
さ
以
外
に
も
、
ス

タ
ジ
ア
ム
の
活
用
方
法
が
市
民
の
皆
さ
ん
の

目
に
も
触
れ
た
。
言
葉
で
は
「
何
で
も
使
え

る
ん
だ
よ
」
と
話
は
す
る
わ
け
で
す
が
、
実

際
体
験
し
て
み
な
い
と
よ
さ
は
分
か
ら
な
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
初
め
て
ス
タ
ジ
ア
ム
を
見

て
、
そ
れ
ぞ
れ
体
験
し
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
を
ず
っ
と
次
の
世
代
に
も
伝
え
て
い
く
こ

と
が
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
も
あ

る
し
、
先
ほ
ど
原
田
先
生
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思

い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
ま
ず
は
２
０
１
９
年
の
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
釜
石
の
レ
ガ
シ
ー

を
つ
く
っ
て
い
く
。
次
の
世
代
に
も
「
ラ
グ

ビ
ー
の
ま
ち
」
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
伝

え
て
い
く
。
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
新
し
い
釜
石
の
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
い
く
。
そ
し
て
こ
れ
は
釜
石
だ
け
で
は

な
く
被
災
地
、
三
陸
全
体
の
振
興
、
活
性
化

に
向
け
て
い
く
も
の
だ
と
確
信
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
最
中
で
す
。



法
人
誕
生
の
経
緯

当
法
人
は
、
宮
城
県
福
祉
事
業
団
（
現
宮
城
県
社
会
福
祉

協
議
会
）
に
関
わ
っ
て
い
た
3
人
が
中
心
と
な
り
平
成
17
年

10
月
に
法
人
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
平
成
15
年

に
障
害
児
・
者
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し
た
障
害
者
支

援
費
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
宮
城
県
内
に
は
在

宅
サ
ー
ビ
ス
、
特
に
障
害
児
の
サ
ー
ビ
ス
が
ほ
と
ん
ど
増
え

な
か
っ
た
た
め
、
障
害
児
を
中
心
と
し
た
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を

行
お
う
と
い
う
こ
と
で
、
平
成
18
年
4
月
に
多
機
能
の
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
多
機
能
サ
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
さ
わ
お

と
の
森
」
を
利
府
町
内
に
開
設
し
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
対
象

地
域
は
、
障
害
児
者
の
人
口
割
が
少
な
い
た
め
近
隣
10
市
町

村
と
い
う
広
域
と
し
ま
し
た
。

開
設
当
時
の
状
況

平
成
18
年
は
、
障
害
者
支
援
費
制
度
に
代
わ
っ
て
、
障
害

者
自
立
支
援
法
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
介
護
保

険
と
同
様
に
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
基
本
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
再
編
、
利
用
料
の
1
割
負
担
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
制
限
、

事
業
所
の
収
入
が
月
割
り
か
ら
日
割
り
と
な
る
な
ど
、
利
用

者
・
事
業
者
か
ら
の
苦
情
が
大
変
多
い
法
律
で
、
そ
の
後
も

法
の
改
正
や
変
更
が
続
い
て
い
ま
す
。

開
設
当
時
の
さ
わ
お
と
の
森
は
、
午
前
中
は
未
就
学
対

象
で
午
後
は
学
童
対
象
の
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
現
在
は

そ
れ
ぞ
れ
児
童
発
達
支
援
・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）、

自
宅
に
訪
問
し
て
入
浴
介
助
や
食
事
作
り
等
を
行
う
居
宅

介
護
、
重
度
障
害
児
者
の
外
出
支
援
を
行
う
行
動
援
護
、

宿
泊
で
お
預
か
り
を
行
う
短
期
入
所
を
8
人
の
ス
タ
ッ
フ

で
始
め
ま
し
た
。

利
府
支
援
学
校
の
近
く
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
1
日
10
人

定
員
の
学
童
の
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
い
っ
き
に
60
人

程
度
の
利
用
申
し
込
み
が
あ
り
、
結
果
、
1
人
の
児
童
が
1

週
間
に
1
日
程
度
の
利
用
し
か
で
き
ず
、
中
に
は
1
ヶ
月
に

1
回
と
い
う
方
も
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
立
支
援
法
が

本
格
施
行
さ
れ
た
同
年
10
月
に
学
童
対
象
の
収
入
が
大
き
く

減
額
さ
れ
（
未
就
学
対
象
は
増
額
）、
3
年
後
に
は
見
直
し

（
学
童
対
象
を
廃
止
す
る
方
向
）と
い
う
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

宿
泊
で
き
る
児
童
に
は
短
期
入
所
に
切
り
替
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
短
期
入
所
で
は
、
放
課
後
支
援
か
ら
の
宿
泊
、
親
か

ら
離
れ
て
宿
泊
す
る
自
立
訓
練
や
週
末
の
余
暇
の
一
環
な
ど

様
々
な
理
由
で
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
事
業
を
開
設

さ
わ
お
と
の
森
開
設
以
降
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

次
々
と
事
業
を
開
設
し
て
き
ま
し
た
。
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
短
期
入
所
等
以
外
に
、
重
い
障
害
者
が
日
中
通
う
「
生
活
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介
護
」、
障
害
児
が
通
う
幼
稚
園
や
保
育
所
や
学
校
へ
訪
問

し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
「
保
育
所
等
訪
問
支
援
」、
障
害

児
者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
的
な
計
画
作
成
を
行
う
「
計
画
相
談
支

援
」
を
さ
わ
お
と
の
森
を
含
め
、
そ
れ
以
降
立
ち
上
げ
て
き

た
事
業
所
で
多
機
能
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
27
年
4
月
に
は
、
地
域
か
ら
の
強
い
要
望
で
近
隣

地
域
で
あ
る
黒
川
郡
内
を
対
象
と
し
た
「
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
富
谷
市
に
開
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域

で
生
活
す
る
障
害
児
・
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め

の
「
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
整
備
」
と
し
て
、
東
北
初
の

拠
点
事
業
を
行
う
事
業
所
「
利
府
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
」

を
ふ
る
さ
と
融
資
を
受
け
て
、
平
成
29
年
4
月
か
ら
宮
城

東
部
地
区
の
委
託
で
利
府
町
に
開
設
し
、
ま
た
同
年
宮
城

県
か
ら
の
委
託
で
「
障
害
児
等
療
育
支
援
事
業
」
も
開
始

し
た
こ
と
で
、
現
在
5
つ
の
事
業
所
で
宮
城
県
等
の
指
定

を
受
け
た
事
業
は
24
、
自
治
体
委
託
事
業
4
、
総
職
員
数

も
87
人
と
な
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
時
の
対
応

未
曾
有
の
大
震
災
に
よ
り
支
援
学
校
等
が
長
期
に
わ
た
り

休
み
、
障
害
児
等
の
保
護
者
は
家
の
片
づ
け
も
出
来
な
い
状

況
で
し
た
。
さ
わ
お
と
の
森
は
、
短
期
入
所
だ
け
を
実
施
し
、

当
時
定
員
9
人
の
と
こ
ろ
に
17
名
の
方
を
当
直
3
人
体
制
で

毎
日
交
代
で
受
け
入
れ
ま
し
た
。
職
員
は
、
利
用
児
者
支
援

の
ほ
か
、
食
材
確
保
等
に
奔
走
し
、
特
に
入
浴
は
上
水
道
が

出
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
井
戸
水
を
運
び
薪
で
湯
を

沸
か
す
な
ど
の
工
夫
で
毎
日
入
浴
を
実
施
。
職
員
の
働
き
に

感
心
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で
す
。
中
央
か
ら
は
様
々
な
方
が
視

察
・
調
査
に
来
園
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
た
く
さ
ん
来
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
取
得

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
が
多
く
の
地
域
住

民
に
支
え
ら
れ
て
い
る
証
し
を
県
等
が
認
定
す
る
制
度
で
、

認
定
さ
れ
る
と
寄
付
者
や
認
定
法
人
が
税
制
優
遇
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
言
い
換
え
ま
す
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
い
か
に
地
域
に

貢
献
し
て
い
る
か
、信
頼
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
証
し
で
す
。

当
法
人
は
寄
付
者
の
人
数
等
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
テ
ス

ト
を
ク
リ
ア
し
、
平
成
25
年
7
月
に
宮
城
県
で
2
番
目
に
認

定
法
人
を
取
得
、昨
年
2
回
目
の
認
定
を
取
得
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
方
た
ち
の
た
め
に

最
初
の
事
業
所
で
あ
る
さ
わ
お
と
の
森
を
開
設
し
て
か
ら

13
年
。
現
在
は
障
害
児
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
大
分
充
実
し

て
き
ま
し
た
が
、
当
法
人
は
採
算
面
・
職
員
確
保
・
配
置
面

な
ど
で
、
一
般
の
社
会
福
祉
法
人
や
企
業
で
は
実
施
す
る
と

こ
ろ
が
あ
ま
り
な
い
事
業
を
実
施
し
、
非
営
利
活
動
と
い
う

本
来
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
と
し
て
、
地
域
の
方
た
ち
を
多
機
能
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
工
夫
で
事
業
を
拡
張
し
て
き
ま
し
た
。

当
法
人
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
利
他
の
精
神
に
基
づ
き
、

地
域
と
共
に
歩
み
、
地
域
の
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
社
会
福

祉
活
動
を
推
進
す
る
」
こ
と
を
、
今
後
も
継
続
し
て
職
員
一

同
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

21  ● May 2019 vol.136

ふるさと融資の概要

事 業 අ 107 ඦສ円
（;るさと༥
ࢿ 20 ඦສ円）

৽ޏن用૿ 9 人

ି団体 ར町（ٶ県）

活動の様子
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　ふるさと財団では、地域再生に取り組
む市町村が各分野の専門的知識や実務的
ノウハウを有する外部専門家を活用する
場合に、その費用の一部を助成する「外
部専門家活用助成」を行っています。
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●
広
川
町
の
概
要

広
川
町
は
紀
伊
水
道
に
面
す
る
、
人
口
約

７
０
０
０
人
の
町
で
す
。「
山
村
部
」「
農
村
部
」

「
沿
岸
部
・
ま
ち
な
か
」
に
分
け
ら
れ
、
農
村

部
は
町
の
主
要
生
産
物
「
有
田
み
か
ん
」
の
産

地
で
あ
り
、
山
村
部
で
は
か
つ
て
林
業
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
沿
岸
部
・
ま

ち
な
か
は
、
江
戸
期
か
ら
津
波
被
害
を
３
回
受

け
て
い
る
地
域
で
、
江
戸
末
期
の
安
政
地
震
津

波
で
活
躍
し
た
濱
口
梧
陵
の
「
稲
む
ら
の
火
」

の
物
語
を
伝
え
る
資
源
が
多
く
所
在
し
ま
す
。

ま
た
、「
稲
む
ら
の
火
」
の
物
語
の
11
月
５

日
は
「
世
界
津
波
の
日
」
と
し
て
制
定
さ
れ
、

平
成
30
年
５
月
に
は
「『
百
世
の
安
堵
』
〜
津

波
と
復
興
の
記
憶
が
生
き
る
広
川
の
防
災
遺

産
〜
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
日
本
遺
産
と
し
て
認

定
さ
れ
る
な
ど
、
広
川
町
の
防
災
文
化
は
国
内

外
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

●H
IRO
GAW

A
 Re:branding Project

　 

～
梧
陵
さ
ん
の
魅
力
再
発
見
～

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成
29
年
８
月
に
実

施
し
た
「
外
部
専
門
家
派
遣
（
短
期
診
断
）」

で
の
提
言
を
「
外
部
専
門
家
活
用
助
成
」
に
て

具
体
化
し
た
取
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
偉
人
「
濱
口
梧
陵
」
は
、
防
災
の
み

で
な
く
、
政
治
や
経
営
、
教
育
、
道
徳
等
に
も

秀
で
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
再
定
義
す

る
こ
と
で
「
梧
陵
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
確
立
し
、

あ
わ
せ
て
町
の
魅
力
と
し
て
国
内
外
に
発
信
す

る
と
と
も
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
化
を
推
し
進
め
広
川

町
の
活
性
化
を
図
る
、
と
い
っ
た
提
言
内
容
を

も
と
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
津
波
防
災
教
育
施
設
「
稲
む

ら
の
火
の
館
」
周
辺
の
拠
点
機
能
の
強
化
の
た

め
、「
物
産
販
売
・
飲
食
施
設
」
の
整
備
を
行

う
と
と
も
に
、
古
民
家
や
食
と
の
連
携
強
化
の

た
め
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
濱
口
梧
陵
の

魅
力
を
活
か
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
広
川

町
を
楽
し
め
る
仕
組
み
化
を
図
り
ま
し
た
。

●
外
部
専
門
家
に
よ
る
支
援

平
成
29
年
度
の
短
期
診
断
か
ら
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
り
、「
道
の
駅
」
建
設
支
援

な
ど
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
に
高
い
知
見
を
持
つ

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
杤
尾
圭
亮
氏
（
㈱
船

井
総
合
研
究
所
）
を
活
用
し
、
実
行
委
員
会
の

組
織
化
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
事
業
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
位
置
付
け
る
企

画
立
案
に
つ
い
て
全
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行

な
い
ま
し
た
。

濱口梧陵
生誕の地 稲むらの火の町　和歌山県広

ひろがわちょう

川町
平成30年度 地域再生マネージャー事業

郷土を守った偉人
濱口梧陵 写真提供：広川町

広村堤防
高さ 5m、根幅 20m、延長 600m の大堤防
濱口梧陵等が私財を投じ安政 5 年（1858）12 月に完成
現在、濱口梧陵墓とともに国に史跡指定されています

広川町

和歌山市
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●
事
業
期
間
内
で
の
取
組
内
容

①
組
織
化
・
運
営
支
援

中
心
拠
点
施
設
を
検
討
す
る
「
広
川
町
物

産
販
売
・
飲
食
施
設
建
設
準
備
委
員
会
」、
お

よ
び
梧
陵
さ
ん
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る

「H
IRO
G
AW
A Re:branding

実
行
委
員
会
」

の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
実
行
委
員
会
を
支
援

し
ま
し
た
。

広
川
町
物
産
販
売
・
飲
食
施
設
に
お
い
て
は
、

直
販
機
能
・
飲
食
提
供
機
能
・
体
験
機
能
に
つ

い
て
よ
り
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
性
を
付
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
地
域
に
お
け
る
雇
用
効
果
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。HIRO

G
AW
A 

Re:branding

実
行
委
員
会
で
は
、「
濱
口
梧
陵
」

ブ
ラ
ン
ド
を
使
っ
た
様
々
な
商
品
の
開
発
を
進

め
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

②
中
心
拠
点
の
経
営
視
点
強
化

中
心
拠
点
施
設
「
広
川
町
物
産
販
売
・
飲
食

施
設
」
の
経
営
視
点
強
化
に
向
け
た
調
査
・
分

析
を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
結
果
を
活
か
し
な

が
ら
、
循
環
型
産
業
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
上

で
必
要
な
運
営
体
制
を
検
討
し
ま
し
た
。

③
梧
陵
さ
ん
の
魅
力
再
発
見

広
川
町
を
楽
し
め
る
よ
う
に
仕
組
み
化
す
る

た
め
、梧
陵
さ
ん
と
広
川
町
の
魅
力
を
見
直
し
、

商
品
化
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
地
域
住

民
が
主
体
と
な
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

て
梧
陵
ブ
ラ
ン
ド
を
再
構
築
す
る
と
と
も
に
、

地
域
再
生
に
向
け
て
の
機
運
醸
成
を
図
り
ま
し

た
。

④
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
連
携

濱
口
梧
陵
生
誕
２
０
０
年
に
向
け
た
ハ
ー
ド

・
ソ
フ
ト
連
携
施
策
を
企
画
す
る
と
と
も
に
、

中
心
拠
点
施
設
へ
の
ソ
フ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

装
を
図
り
ま
し
た
。
濱
口
梧
陵
生
誕
２
０
０
年

事
業
の
効
果
を
一
過
性
に
終
わ
ら
せ
ず
、
継
続

可
能
な
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
構
築
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
し
た
。

⑤
一
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
試
走

こ
れ
ま
で
の
①
〜
④
の
テ
ス
ト
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
と
し
て
、
３
月
16
日
〜
17
日
に
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
同
試
み
は
、「
古
民

家
利
活
用
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
位
置
づ
け
、

Re:branding

実
行
委
員
会
の
委
員
を
３
部
会

「
食
」「
ま
ち
あ
る
き
」「
体
験
」
に
分
け
、
委

員
か
ら
の
発
案
を
も
と
に
ア
イ
デ
ア
を
具
体
化

し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
提
供
し
ま
し
た
。

梧
陵
さ
ん
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
の
重
点
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
抽
出
し
、
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
試
走

と
効
果
検
証
を
行
い
ま
す
。

イベントの様子

▲広八幡神社秋祭り
奉納される田楽と獅子舞は県指定文化財

稲むら火祭り▶
濱口梧陵の道徳と偉業を学び末永く後世に継承するととも
に、地震・津波への防災意識を高めるために開催されます

▲広八幡神社
安政の大津波の際の避難場所となった
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平
成
叅₀
年
度
事
業
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ

計
画
通
り
に
事
業
が
進
行
し
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
の
両
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
両
委
員
会
内
の
検
討
に
お
い
て
は
、

実
行
者
を
関
係
組
織
、
企
業
、
住
民
へ
と

広
げ
、
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

す
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
そ
れ
ら
事
業
が
テ
ス
ト
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
域
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と

は
事
実
で
あ
り
、
今
後
は
ビ
ジ
ネ
ス
化
に

よ
る
継
続
化
、
安
定
化
を
図
る
こ
と
が
大

き
な
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
の
濱
口
梧
陵
生
誕
２
０
０

年
事
業
を
一
過
性
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め

に
も
、「
梧
陵
ブ
ラ
ン
ド
」
を
活
か
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
を
地
域
循
環
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
確
立
さ
せ
、
地
域
の
人
々
の
誇
り
と
な

る
「
梧
陵
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
持
続
・
継

承
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

濱口梧陵の功績を讃え伝える
稲むらの火の館

数
々
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
偉
人

濱
口
梧
陵

濱口梧陵記念館
　梧陵の生涯を、生い立ちから晩年までを
たどりながら、数々の偉大な功績や教訓、
梧陵の人柄を感じさせるエピソードなどを
紹介しています

津波防災教育センター
　体験や映像を通して地震津波の恐ろしさを知るとともに、
濱口梧陵の防災に対する精神を学び、津波災害から大切な
生命やくらしを守る方法を知ることができます

防災体験室

3D津波シアター

梧陵がたまたま銚子から広村（現在の広川町）
に帰郷していた時、安政元年に大地震が発生
し、大津波が村を襲いました。梧陵は自分の田
にあった稲むら（稲束を積み重ねたもの）に火
を放ち、この火を目印にして村人を誘導しなが
ら、安全な場所に避難させました。このときの
エピソードが後に、五兵衛という人物が主人公
の「稲むらの火」の物語として書かれています。

大津波が去った後、梧陵は被災した人々のた
めに救護用の小屋の建設や、農機具漁業道具の
配給にあたるなど、様々な方面で復旧に力を尽
くしました。また、広村堤防を築き、後の津波
による被害を最小限に抑えました。

梧陵はヤマサ醤油を営む事業家だけでなく、
その他の分野においても功績を残しています。
教育面では私塾を開設し、これが後に「耐久社」
と呼ばれるようになり、現在の耐久高校になり
ました。

明治４年に駅
えきていのかみ

逓頭（のちの郵政担当大臣）に
任命され、明治12年には和歌山県議会初代議
長に選任されました。

明治18年欧米への視察中、ニューヨークで
客死しました。

広川町 教育委員会より

https://www.town.hirogawa.wakayama.jp/

開館時間 10：00 ～ 17：00
　　　　　　（入館時間は 16：00 まで）
休 館 日 月曜日（祝日の場合はその翌平日）
 ※ 11 月５日世界津波の日は開館
 年末年始（12 月 29 日～１月４日）
入 館 料  一般 500 円、高校生 200 円、
  小・中学生 100 円（学校の教育活動の場合、

小・中学生は半額）
（団体でのご来館は事前にお申し込みください）

問い合わせ TEL. 0737-64-1760

平成 30 年度 地域再生マネージャー事業

教育委員会 平井班長

文政 3 年（1820）
▼

明治 18 年（1885）
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公
共
施
設
更
新
問
題
と
は
何
か
？

地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
高
度

経
済
成
長
期
の
人
口
増
に
伴
っ
て
集

中
投
資
さ
れ
た
、
小
学
校
等
の
公
共

建
築
物
・
上
下
水
道
等
の
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
が
進
み
、
施
設
の
更
新
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
巨
額
の

更
新
投
資
負
担
が
集
中
し
て
発
生
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
税
収

減
に
加
え
て
社
会
保
障
に
係
る
負
担

の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
中
、
公
共
施

設
の
更
新
・
修
繕
費
用
を
確
保
で
き

る
の
か
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
「
公

共
施
設
更
新
問
題
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

必
要
性

公
共
施
設
更
新
問
題
に
対
応
し
、

社
会
環
境
の
変
化
や
地
域
特
性
に
応

じ
た
適
切
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
安
定
し
た
財
政
運
営
を
両
立
さ
せ

る
た
め
に
、
保
有
す
る
公
共
施
設
を

総
合
的
に
把
握
し
、
財
政
運
営
と
連

動
さ
せ
な
が
ら
管
理
・
活
用
す
る
仕

組
み
で
あ
る
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
を
導
入
す
る
こ
と
が
地
方
自

治
体
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
の
策
定

こ
の
よ
う
な
背
景
に
よ
り
、
平
成

26
年
4
月
、
総
務
大
臣
か
ら
地
方
公

共
団
体
に
対
し
「
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
の
策
定
が
要
請
さ
れ
ま

し
た
。
総
合
管
理
計
画
と
は
、
所
有

す
る
公
共
施
設
等
の
全
体
の
状
況
を

把
握
し
、
さ
ら
に
将
来
の
見
通
し
を

分
析
し
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
公
共

施
設
等
の
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な

方
針
を
定
め
る
こ
と
を
内
容
と
す
る

計
画
で
す
。
平
成
28
年
度
末
で
ほ
ぼ

全
て
の
地
方
自
治
体
で
総
合
管
理
計

画
の
策
定
が
完
了
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
こ
の
計
画
に
沿
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
方
自
治
体
で
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

公共施設マネジメント
調査研究事業
ふるさと財団では、公共マネジメントの一層の推進に向けて、

民間ノウハウの活用を含めた取組みについて調査研究を行い、
全国に幅広く情報提供しています。

1970 1980 1990 2000 1960 2010 2020 2030 

高度経ࡁ成期の公共資
1970年がϐーク

化ٺଘ施設のط
耐用年数50年

ʲ資額ʳ

ʲ年ʳ

৽資ߋଘ施設のط
2020年がϐーク

֤ল庁がࡦ定

ʲ地方ʳ

（別設計計画ݸ）

河
川

学
校

道
路

インフϥण໋化جຊ計画

̡（ຊ計画ج） 国ʳ

（行動計画）̡ 国ʳ

公共施設総合管ཧ計画

（行動計画）

（別設計計画ݸ）

河
川

学
校

道
路

ふるさと財団では、平成24年度から地方自治体に対する「公共施設マネジメント」導入支援の取組みを開始し、平成30
年度も支援を続けています。公共施設マネジメント調査研究事業として、外部の有識者等により構成された研究会を設置
し、先進自治体の取組み事例について調査研究する「先進事例調査」、モデル市町村との共同研究を実施する「研究モデ
ル事業」を行っています。次頁からは、平成30年度に行った「先進事例調査」及び「研究モデル事業」の成果を紹介します。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
は

全
国
的
な
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
み 

ふるさと財団の取組み

公共施設マネジメント調査研究事業の成果は、報告書としてまとめ、公民連携ポータルサイトで公開しています。

公民連携ポータルサイト　http://www.furusato-ppp.jp/
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調査事例の紹介

❶財政負担の軽減につながること　❷公共施設等の最適化につながること
という２つの公共施設マネジメントの観点から具体的な手法を想定し、以下の８つの先進事例を調査しました。

●
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
で
の
行
政
庁
舎
建
替
え
の
考
え
方

　

行
政
庁
舎
の
建
替
え
を
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
で
検
討
す
る
際
に

は
、「
財
政
負
担
の
軽
減
」
と
「
公
共
施
設
の
最
適
化
」
の
２
つ
側
面
か
ら
検

討
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
対
応
策
と
し
て
は
、「
初

期
コ
ス
ト
（
建
設
コ
ス
ト
）
の
削
減
」、「
賃
料
等
の
収
入
」、「
公
共
施
設
の
削

減
」、「
行
政
庁
舎
面
積
の
削
減
」
が
考
え
ら
れ
、
各
対
応
策
に
つ
い
て
様
々
な

手
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
報
告
書
で
は
、
今
回
調
査
対
象
と
し
た

事
例
の
手
法
を
導
入
す
る
た
め
の
具
体
的
な
要
件
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
法
に
必
要

な
検
討
事
項
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
ま
す
。

●
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
で
の
行
政
庁
舎
建
替
え
に
向
け
て

　

行
政
庁
舎
は
特
殊
な
構
造
や
設
備
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
か
ら
、
様
々
な
施

設
か
ら
の
転
用
、
複
合
化
と
い
っ
た
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
今
回
の
調
査
事
例

で
も
多
様
な
手
法
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
実
際
に
は
こ
う
し
た
検

討
が
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
１
つ
の
自
治
体
に
は
基
本
的
に
1
つ
し

か
な
い
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
庁
舎
建
替
え
を
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
課
題
解
決
の
機
会
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

調査対象事例

自࣏体名 事業֓要

財
政
負
担
の
軽
減

１ ੨ݝΉͭࢢ 行政庁舎Λ৽設整備ͤͣ、ดళしͨシϣッϐングセンターΛ改修しͦ͜ʹҠస͢る͜とで、建設費Λ制しͨ事ྫ

２ ಸྑࢢݪ־ݝ
1F*）ʹΑり行政庁舎と観光施設（ϗςル・コンϕンシϣン施設）͔Βなるෳ合施設Λ整備し、ϗςル͔Βの
ྉのऩӹΛ得͍ͯる事ྫ

̏ ౦ژौ谷区
区役所庁舎とྡ接͢るϗール ( ौ谷公会ಊ ) Λ一体తʹ建ସえるࡍʹ発生͢る༨地Λି付͚る͜とʹΑるऩӹ
ॆで行政庁舎とϗールΛ৽設整備しͨ事ྫ

̐ ઍ༿ݝനҪࢢ
Βし耐ੑΛ確อしͨ上で、ෆ分͚ͩݮしͯՙॏΛ（る͜と͢ݮしͯ床面積Λࡍʹ改修）築改修ݮଘ庁舎Λط
Λ৽設整備͢る͜とで、建設費Λ制しͨ事ྫ

公
共
施
設
等
の

最
適
化

̑ 山ݝණࢢݟ ഇ校となͬͨݝ立高校の施設Λ活用し、体育館Λ行政庁舎ʹ改修しͯҠసしͨ事ྫ

̒ ࢢடݝۄ࡛ 行政庁舎建ସえʹ合Θͤͯ、ٺ化しͨࢢຽ会館も合築しͯ建ସえͨ事ྫ

̓ ւಓୌࢢ ٺ化しͨਤॻ館Λഇࢭしͯ、ͦの機能Λطଘの行政庁舎ʹೖれͯෳ合化しͨ事ྫ

̔ ࢢԆԬݝ࡚ٶ 行政庁舎（ຊ庁舎）の建ସえʹ合Θͤͯ̒ͭʹ分ࢄし͍ͯͨ庁舎機能Λूしͨ事ྫ
） 1F* 法ʹͮجきຽؒの資金とϊウϋウΛ活用しͯ、公共施設の建設ӡ営Λ行͏公ຽ連ܞのख法ɻ

先
進
事
例
調
査

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
具

体
化
を
促
進
す
る
た
め
、
先
進
的
な

取
組
み
を
実
施
し
て
い
る
先
行
自
治

体
に
つ
い
て
の
事
例
研
究
を
行
い
、

地
方
自
治
体
が
取
組
む
際
に
参
考
と

な
る
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
す
る
も
の
で

す
。平

成
30
年
度
は
「
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
行
政
庁
舎
の
建

替
え
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
調
査
研
究

を
行
い
ま
し
た
。

公共施設マネジメント調査研究事業

ிࣷର事ྫ：ಸྑ県ࢢݪ־ிࣷ
ϗςϧを合築したࢢிࣷの֎؍

（౩がࢢிࣷ）

ிࣷର事ྫ：੨県むͭࢢிࣷ
シϣοピンάηンターをվमしたࢢிࣷの֎؍

ிࣷର事ྫ：山県ණࢢݟிࣷ
高校体育館をվमしたࢢிࣷの֎؍

ிࣷର事ྫ：੨県むͭࢢிࣷ
大ۭ間を活かした 1ϑϩアでΦーϓンなۭ間

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る

行
政
庁
舎
の
建
替
え

東
日
本
大
震
災
あ
る
い
は
熊
本
地
震
に

お
い
て
、
老
朽
化
し
た
本
庁
舎
が
被
災
し

防
災
・
災
害
時
の
拠
点
機
能
が
失
わ
れ
た

事
態
を
契
機
と
し
て
、
全
国
の
地
方
自
治

体
で
老
朽
化
し
た
行
政
庁
舎
を
建
替
え
る

動
き
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
行

政
庁
舎
を
建
替
え
る
に
当
た
っ
て
は
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
に
立
っ
て
行

う
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
先
進
的
な
行
政
庁
舎
の
建
替
え
事
例

を
現
地
調
査
し
、
研
究
成
果
を
報
告
書
と

し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。



27  ● May 2019 vol.136

　

小
規
模
自
治
体
に
お
い
て
公
共
施
設
を
持

続
的
に
維
持
・
活
用
す
る
た
め
の
、
職
員
中

心
で
実
施
可
能
な
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
仕
組
み
の
構
築
。

事
業
連
携
先　

サ
ウ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
　

 

代
表
取
締
役
　
南
野
　
稔

東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
建
築
科
　

 

教
授
　
ヨ
コ
ミ
ゾ 

マ
コ
ト

事
業
の
背
景

　

藤
里
町
で
は
、
人
口
２
０
０
０
人
で
も
暮
し
や

す
い
空
間
、
幸
せ
を
感
じ
る
場
所
を
つ
く
る
こ
と

を
目
指
し
、
人
・
モ
ノ
・
コ
ト
が
つ
な
が
り
絶
え

ず
循
環
す
る
エ
リ
ア
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
取
組
み

「
ふ
じ
さ
と
Ｒ
ｅ
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
み
を
進
め
る
中
で
、

快
適
で
魅
力
的
な
エ
リ
ア
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
町
内
の
資
源
で
あ
る
公
共
施
設
を
適
切
に
維

持
管
理
し
て
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

判
断
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
全
国
の
小
規
模
自
治
体
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
藤
里
町
に
は
管
財
や
営
繕
等
の
専

門
職
員
が
配
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
民
間
に
も
事
業

の
受
け
手
が
い
な
い
な
ど
、
公
共
施
設
の
維
持
管

理
に
対
す
る
課
題
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
小
規
模
自
治
体
に
お
い
て
公
共
施
設

を
持
続
的
に
維
持
・
活
用
す
る
た
め
の
、
職
員
を

中
心
と
す
る
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
組
み

の
確
立
を
め
ざ
し
、
モ
デ
ル
事
業
に
取
組
む
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

事
業
内
容

　

本
事
業
の
取
組
み
は
、
①
職
員
に
よ
る
定
期
建

物
点
検
の
手
法
の
確
立
、
②
職
員
に
よ
る
施
設
修

繕
計
画
の
策
定
手
法
の
確
立
、
③
施
設
修
繕
計
画

秋
田
県 

藤
里
町

モデル
市町村

1

の
具
体
化
の
検
討
、
と
い
う
３
つ
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

①
職
員
に
よ
る
定
期
建
物
点
検
の
手
法
の
確
立

　

施
設
台
帳
を
整
備
し
、
基
礎
デ
ー
タ
を
集
約
・

一
元
化
す
る
こ
と
に
よ
り
職
員
が
情
報
共
有
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
藤
里
町
独
自
の

建
物
毎
の
点
検
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
職

員
が
専
門
家
と
と
も
に
建
物
点
検
を
行
い
、
工
事

費
用
の
簡
易
な
積
算
手
法
を
作
成
す
る
こ
と
で
、

職
員
で
も
建
物
点
検
し
修
繕
工
事
費
用
を
積
算
で

き
る
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

② 

職
員
に
よ
る
施
設
修
繕
計
画
の
策
定
手
法
の
確

立

　

①
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
改
修
と
修
繕
が
必

要
な
工
事
項
目
を
職
員
で
も
抽
出
で
き
る
よ
う
に

し
て
、
施
設
修
繕
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の

計
画
を
作
成
し
た
こ
と
に
よ
り
将
来
発
生
す
る
費

用
の
把
握
が
で
き
ま
す
。

③
施
設
修
繕
計
画
の
具
体
化
の
検
討

　

副
町
長
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
（
座
長
）

を
務
め
、
部
門
間
の
調
整
を
す
る
た
め
の
会
議
で

な
く
実
質
的
な
方
針
を
決
裁
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
会

議
に
お
い
て
予
算
枠
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
財

政
力
に
応
じ
て
施
設
の
維
持
管
理
予
算
が
確
保
さ

れ
、
安
定
し
た
施
設
管
理
が
実
施
で
き
る
仕
組
み

が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
モ
デ
ル
事
業

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
さ
ら

に
推
進
す
る
た
め
、
財
団
が
モ
デ
ル

市
町
村
に
対
し
事
業
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
を
含
め
た
新
た
な

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、

モ
デ
ル
市
町
村
に
よ
る
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
を
行
い
、
そ
の
研
究
成
果
を
全

国
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

事
業
で
す
。

平
成
30
年
度
は
秋
田
県
藤
里
町
、

千
葉
県
佐
倉
市
の
2
団
体
を
モ
デ
ル

市
町
村
と
し
て
調
査
研
究
を
行
い
ま

し
た
。

藤里町プロフィール

　藤里町は、秋田県
の北部に位置し、青森
県との県境一帯は標高
1千ｍを超える山並み
が連なる白神山地であ
る。北部一帯は国有林
で、全面積の 64.8％を
占めている。このうち
広大なブナ原生林核心
部一帯が平成 5年に屋
久島とともに我が国で
初めて世界自然遺産に登録された。町内に鉄道、
国道、コンビニはない。高齢化率は 45％で少子
高齢化、人口減少の課題を抱えており、社会増、
自然減の抑制、持続可能な地域づくりをめざした
取組みを進めている。

人口：3,367 人（H30.1末現在）
面積：282.13k㎡
歳入：3,646 百万円（H28年度）
歳出：3,486 百万円（H28年度）
アクセス： 東京から約 1時間半

東京→ 約 70分 →大館能代空港
→ 約 20分 →藤里町

ळా県౻ཬ町

നਆ山地のϒφݪ生ྛ：人間のखが一入っていない

ઐ家の指導をडけ৬員 ：ܠ෩ݕ設のࢪ
が一ॹにݕ
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市
内
の
学
校
プ
ー
ル
を
廃
止
し
民
間
活
力

導
入
に
よ
り
市
民
プ
ー
ル
へ
集
約
す
る
学
校

プ
ー
ル
再
編
モ
デ
ル
の
検
討
。

事
業
連
携
先　

株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
　

 

担
当
次
長
　
篠
原 

雅
和

事
業
の
背
景

　

佐
倉
市
に
あ
る
公
立
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
の
多

く
は
築
30
年
以
上
が
経
過
し
、
劣
化
が
進
行
し
て

い
ま
す
。
学
校
プ
ー
ル
は
、
毎
年
の
維
持
管
理
費

や
今
後
の
修
繕
・
改
修
費
を
考
え
る
と
、
非
常
に

大
き
な
財
政
負
担
が
想
定
さ
れ
る
施
設
で
あ
る
う

え
、
年
間
約
１
か
月
し
か
稼
働
せ
ず
、
利
用
は
天

候
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
費
用
対
効

果
か
ら
見
て
非
常
に
課
題
の
大
き
い
施
設
と
い
え

ま
す
。

　

そ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
佐
倉
市
で
は
平
成 

25 

年

度
よ
り
市
内
の
小
学
校
２
校
に
お
い
て
水
泳
授
業

を
民
間
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
委
託
し
て
い
ま

す
。
こ
の
取
組
み
が
児
童
や
保
護
者
、
教
職
員
か

ら
も
非
常
に
高
い
満
足
度
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
内
の
す
べ
て
の
学
校
プ
ー
ル
を
民
間
活
力
導
入

に
よ
り
市
民
プ
ー
ル
へ
集
約
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、

モ
デ
ル
事
業
に
取
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

千
葉
県 

佐
倉
市

モデル
市町村

2

公共施設マネジメント調査研究事業

今
後
の
課
題

　

来
年
度
か
ら
は
専
門
家
が
サ
ポ
ー
ト
し
な

が
ら
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
事
例
を
積
み
上
げ
る

こ
と
で
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
が
な
く
て
も
対

応
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
改
善
し
て
い
く
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
や
議
会
と
の
合
意
を
形
成
す

る
た
め
、
維
持
管
理
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
だ

け
で
な
く
公
共
施
設
の
使
い
方
な
ど
ソ
フ
ト

面
か
ら
の
公
共
施
設
の
検
討
も
継
続
し
て
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

項目　材工共単価

※仮設費・諸経費別途

単位 金額 備考

ｍ ¥410材工共

㎡ ¥3,460シール材共　 材工共

㎡ ¥4,350シール材共　 材工共

㎡ ¥4,650材工共

㎡ ¥5,500材工共

ｍ ¥1,460材工共

㎡ ¥11,800材工共

㎡ ¥12,400材工共

ｍ ¥3,680材工共

ｍ ¥5,060材工共

　

　

名称・型式 規格・仕様

変成ｼﾘｺ ﾝー系(MS-2)
10×10

シーリ ング

　
　 　

防水押え金物 シート 防水用　 アルミ 製

X-2　 密着工法　 ウレタ ンゴム系
平面

塗膜防水

合成高分子系ルーフ ィ ングシート 防S-F2　 接着工法　 塩化ﾋﾞ ﾆﾙ樹脂

合成高分子系ルーフ ィ ングシート 防
S-M2　 機械固定工法　 塩化ﾋﾞ ﾆﾙ
樹脂

塗膜防水

X-2　 密着工法　 ウレタ ンゴム系
立上り

防水工事

　 　

　

垂れ付き段鼻　 Ⅰ類無釉
150mm角　 下地モルタ ル別途

　 　

　

タイル工事

床タ イ ル張り
一般床タ イ ル張り 　 Ⅰ類無釉
100mm角　 下地モルタ ル別途

床タ イ ル張り
一般床タ イ ル張り 　 Ⅰ類無釉
150mm角　 下地モルタ ル別途

床タ イ ル（ 階段用タ イ ル張り ）
垂れ付き段鼻　 Ⅰ類無釉
100mm角　 下地モルタ ル別途

床タ イ ル（ 階段用タ イ ル張り ）

　

び

　
　

　
　

台帳番号  ,C ,B ,A分区物 施設名 建物名 所在地 補助科目名称 会計名称 主管課名称 係名 資産区分 面積 単位 取得年度 供用開始年度 供用開始日 構造 耐用年数 稼働年数 大規模改修年度 除却可能年度 取得価額 期末簿価

0001 B 荒町住宅 荒町住宅 藤琴字藤琴61 建物 一般会計 総務課 総務係 普通財産 154.00 平方メートル 昭和22年度 昭和22年度 1947/9/1 木造 22 70 7,214,120 1

0002 A 藤里町役場 藤里町役場 藤琴字藤琴8 建物 一般会計 総務課 総務係 行政財産 1,100.00 平方メートル 昭和38年度 昭和38年度 1963/10/30 鉄骨鉄筋コンクリート造 50 54 419,767,000 8,993,402

0003 B 大野岱放牧場 大野岱放牧場＿緬羊畜舎 粕毛字下萱沢197 建物 一般会計 農林課 農業振興係 行政財産 540.00 平方メートル 昭和39年度 昭和39年度 1964/12/21 木造 17 1 平成29年度 13,592,885 2,119,097

0004 B 旧米田小学校体育館 旧米田小学校＿体育館 粕毛字米田77-2 建物 一般会計 教育委員会 生涯学習係 普通財産 456.00 平方メートル 昭和40年度 昭和40年度 1965/4/1 鉄骨造 34 52 82,080,000 1

0005 A 藤里町立藤里幼稚園 藤里町立藤里幼稚園 藤琴字鳥谷場223 建物 一般会計 教育委員会 学校教育係 行政財産 1,002.00 平方メートル 昭和40年度 昭和40年度 1965/10/30 木造 22 52 10,244,999 1

0006 C 大野岱放牧場 大野岱放牧場畜舎＿追込舎１ 粕毛字下萱沢188 建物 一般会計 農林課 農業振興係 行政財産 99.00 平方メートル 昭和43年度 昭和43年度 1968/08/29 木造 17 49 970,000 1

0007 C 大野岱放牧場 大野岱放牧場畜舎＿追込舎２ 粕毛字下萱沢188 建物 一般会計 農林課 農業振興係 行政財産 99.00 平方メートル 昭和43年度 昭和43年度 1968/08/29 木造 17 49 970,000 1

0008 A 藤里町立藤里中学校 藤里中学校＿校舎 藤琴字草苅野137外 建物 一般会計 教育委員会 学校教育係 行政財産 3,400.00 平方メートル 昭和44年度 昭和45年度 1969/4/1 鉄筋コンクリート造 47 40 136,875,373 1

0009 A 藤里町立藤里中学校 藤里中学校＿体育館 藤琴字草苅野137外 建物 一般会計 教育委員会 学校教育係 行政財産 1,053.00 平方メートル 昭和44年度 昭和45年度 1969/04/01 鉄骨造 34 48 42,527,276 1

0010 C 粕毛地区公舎 粕毛地区公舎 粕毛字春日野38-1 建物 一般会計 総務課 総務係 普通財産 65.41 平方メートル 昭和45年度 昭和45年度 1970/8/7 木造 24 47 9,945,000 1

0011 Z 藤里町ふるさと自然公園（素波里園地） 素波里ダム公衆便所 鹿瀬内沢国有林1009林班口小班 建物 一般会計 商工観光課 商工観光係 行政財産 12.56 平方メートル 昭和46年度 昭和46年度 1971/05/25 コンクリートブロック造 34 46 1,190,000 1

0012 A 藤里町総合開発センター 藤里町総合開発センター 藤琴字家の後14-1 建物 一般会計 教育委員会 生涯学習係 行政財産 1,425.00 平方メートル 昭和48年度 昭和48年度 1973/09/15 鉄筋コンクリート造 50 44 386,921,800 53,098,330

0013 A 藤里町立藤里小学校 藤里小学校＿校舎 藤琴字鳥谷場218 建物 一般会計 教育委員会 学校教育係 行政財産 4,029.00 平方メートル 昭和49年度 昭和49年度 1974/4/1 鉄筋コンクリート造 47 43 232,030,167 17,634,321

0014 A 藤里町立藤里小学校 藤里小学校＿体育館 藤琴字鳥谷場218 建物 一般会計 教育委員会 学校教育係 行政財産 883.00 平方メートル 昭和49年度 昭和49年度 1974/04/01 鉄骨造 34 43 50,851,982 1

0015 C 藤里町立藤里小学校 藤里小学校＿農園物置小屋 藤琴字鳥谷場218 建物 一般会計 教育委員会 学校教育係 行政財産 23.00 平方メートル 昭和49年度 昭和49年度 1974/04/01 木造 15 43 1,123,000 1

0016 A 藤里町立藤里小学校 藤里小学校＿機械室(棟) 藤琴字鳥谷場218 建物 一般会計 教育委員会 学校教育係 行政財産 15.00 平方メートル 昭和49年度 昭和49年度 1974/04/01 鉄骨造 31 43 863,850 1

0017 A 藤里町立藤里小学校 藤里小学校　プール機械室 藤琴字鳥谷場218 建物 一般会計 教育委員会 学校教育係 行政財産 13.25 平方メートル 昭和50年度 昭和50年度 1975/07/12 木造 15 42 500,000 1

0018 B 大沢体育館 大沢体育館 大沢字向山下52 建物 一般会計 教育委員会 生涯学習係 行政財産 379.00 平方メートル 昭和50年度 昭和50年度 1975/09/19 木造 22 42 51,923,000 1

0019 A 藤里町立藤里中学校 藤里中学校　プール機械室 藤琴字草苅野137 建物 一般会計 教育委員会 学校教育係 行政財産 49.00 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/4/1 鉄筋コンクリート造 38 40 1

0020 C 藤里町立藤里小学校 藤里小学校　物置小屋 藤琴字鳥谷場218 建物 一般会計 教育委員会 学校教育係 行政財産 20.00 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/08/10 木造 15 40 870,000 1

0021 A 藤里町立藤里中学校 藤里中学校＿小体育館 藤琴字草苅野137 建物 一般会計 教育委員会 学校教育係 行政財産 371.00 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/10/30 木造 22 40 11,809,000 1

0022 C 粕毛団地 公営住宅(粕毛団地) 粕毛字下家の後 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0023 C 粕毛団地 公営住宅(粕毛団地) 粕毛字下家の後 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0024 C 粕毛団地 公営住宅(粕毛団地) 粕毛字下家の後 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0025 C 粕毛団地 公営住宅(粕毛団地) 粕毛字下家の後 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0026 C 粕毛団地 公営住宅(粕毛団地) 粕毛字下家の後 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0027 C 粕毛団地 公営住宅(粕毛団地) 粕毛字下家の後 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0028 C 粕毛団地 公営住宅(粕毛団地) 粕毛字下家の後 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0029 C 粕毛団地 公営住宅(粕毛団地) 粕毛字下家の後 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0030 C 粕毛団地 公営住宅(粕毛団地) 粕毛字下家の後 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0031 C 粕毛団地 公営住宅(粕毛団地) 粕毛字下家の後 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0032 C 清水岱団地 公営住宅(清水岱団地) 粕毛字清水岱 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0033 C 清水岱団地 公営住宅(清水岱団地) 粕毛字清水岱 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0034 C 清水岱団地 公営住宅(清水岱団地) 粕毛字清水岱 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0035 C 清水岱団地 公営住宅(清水岱団地) 粕毛字清水岱 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0036 C 清水岱団地 公営住宅(清水岱団地) 粕毛字清水岱 建物 般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48 60 平方メ トル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3 055 000 1
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3.建物定期点検の実施

6.庁内検討体制の確立

4.工事費用の積算
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修繕計画の仕様作成

8.専門家のサポートが必要な
修繕計画の対応

は、初年度のみ実施 は、次年度以降も継続
全体ϑϩー：Ϟσϧ事業でߏ築されたみ

佐倉市プロフィール

　佐倉市は、千葉
県北部、下総台地
の中央部に位置し、
都心から 40 キロ
メートルの距離に
ある。佐倉藩の城
下町として繁栄し、
また ｢西の長崎、
東の佐倉｣ として
西洋医学のまちと
しても栄えた。高度経済成長期以降は首都圏の
ベッドタウンとして宅地開発が進み人口も増加し
たが、平成 23年をピークに減少局面に入ってい
る。平成 19 年にファシリティマネジメント担当
を設置するなど、公共施設マネジメントに先進的
に取組んでいる地方自治体である。

人口：176,291人（H29.12 末現在）
面積：103.69k㎡
歳入：47,402 百万円（H28年度）
歳出：45,679 百万円（H28年度）
アクセス： 京成電鉄、JR総武本線で都心から

約 1時間

千葉県佐倉町

家屋ෑとࠤࢢおもてなしΩϟϥクター
「ΧϜϩちΌΜ」 学校ϓーϧ跡地： 跡地はクοシϣンࡐをෑいて৽たな広場と

して活用している。
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事
業
内
容

　

本
事
業
で
は
、
最
初
に
「
学
校
プ
ー
ル
の
現

状
の
把
握･
分
析
」を
行
っ
た
う
え
で
、学
校
プ
ー

ル
を
市
民
プ
ー
ル
に
集
約
す
る
こ
と
を
想
定
し

た
「
学
校
プ
ー
ル
再
編
方
針
」
と
、
市
内
の
学

校
水
泳
授
業
を
集
約
す
る
た
め
通
年
利
用
で
き

る
屋
内
温
水
プ
ー
ル
と
す
る
こ
と
を
想
定
し
た

「
市
民
プ
ー
ル
再
編
方
針
」
を
決
め
ま
し
た
。
具

体
的
な
「
再
編
事
業
モ
デ
ル
」
を
立
案
す
る
た

め
に
、
先
行
し
て
水
泳
授
業
を
委
託
し
て
い
る

小
学
校
２
校
を
参
考
に
し
て
実
現
可
能
性
を
検

証
し
ま
し
た
。
先
行
2
校
で
は
、
片
道
20
分
で

移
動
し
、
70
分
の
水
泳
指
導
を
行
う
授
業
を
年

4
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
他
の
学
校
に

つ
い
て
も
、
移
動
時
間
、
プ
ー
ル
の
受
入
れ
の

観
点
で
検
証
し
た
結
果
、
市
南
部
の
学
校
は
2

つ
の
市
民
プ
ー
ル
で
の
受
入
れ
が
困
難
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
市
南
部
の

1
校
を
拠
点
校
と
し
て
プ
ー
ル
を
改
修
し
、
2

つ
の
市
民
プ
ー
ル
と
拠
点
校
1
校
で
学
校
水
泳

授
業
を
行
う
「
再
編
事
業
モ
デ
ル
」
を
作
り
ま

し
た
。
ま
た
、
財
政
負
担
を
含
め
た
効
果
も
検

証
し
た
結
果
、
実
質
財
政
負
担
の
増
加
を
伴
わ

ず
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
付
加
価
値
の
創

出･

向
上
が
期
待
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
今
後
は
こ
の
結
果
を
も
と
に
、
民
間
活
力

導
入
も
検
討
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

　

市
民
プ
ー
ル
や
拠
点
校
プ
ー
ル
を
複
数
の
学

校
で
時
間
帯
を
シ
ェ
ア
し
な
が
ら
利
用
し
て
い

く
た
め
に
は
、
学
校
間
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編

成
等
の
調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
バ

ス
の
配
車
計
画
な
ど
新
た
な
手
続
き
が
発
生
す

る
こ
と
か
ら
、
学
校
側
の
負
担
を
ど
の
よ
う
に

軽
減
す
る
の
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ຊύターンجฤ事業モσルの࠶
ᶃैདྷ型

（学校プールΛҡߋ࣋৽） ᶅશͯࢢຽプールར用ᶄશͯຽؒプールར用

Ҡ動ؒ࣌
の検ূ

プールの
डೖれの

検ূ

●2ͭのࢢຽプールΛ通年ར用型の屋
内Թ水プールとしͯ࠶整備
●N中の屋内プールはڌ点校としͯ継

続用
●上هの3ͭのプールで水ӭत業Λू

（શ校ʹ͓͍ͯ水ӭࢦಋのຽؒ委
ୗΛ実施）
在ຽؒ委ୗの2校は継続（ຽؒプݱ●

ール）
ฤ事業モσル࠶

ʲࢢຽプールʴ屋内学校プールʴຽؒプール（一෦）r

ຊύターンج
の改ྑ

˓

-CC
の検ূ

˓

˓

×

×

×

学校 Β͔ूઌのプール·でのҠ動
の検ؒ࣌ （ূ20分以内Λ目҆）

ू͢るプールଆʹ͓͍ͯ、年ؒの水
ӭत業の必要ճ数Λ実施可能 Λ͔検
ূ

ఏ供͢るサーϏスの࣭とೖ͢る行政
費用（-CC）Λैલとൺ しֱŊ実࣭త
な財政ෛ୲付Ճ価ग़Λ検ূ

学校ϓーϧ跡地：跡地はクοシϣンࡐをෑいて৽たな広場として活用している。

学校ϓーϧ࠶ฤのイϝーδ

学校プール ※ຽプールࢢ 1

ϥイフサイクルコストのݮ施設ྔのదਖ਼化 ຽຬ度の向上ࢢ

A 校

ٺ化

ٺ化

ٺ化

屋内Թઘプール

B 校

C 校

ഇࢭ
整備࠶

ഇࢭ

ഇࢭ

地
ར用

地
ར用

地
ར用

水ӭत業
のू

整備・ӡ営࠶ຽプールのࢢ
のຽ活ಋೖ

水ӭࢦಋ補助の
ຽؒ委ୗ

※  ࠤ　1 ࢢのࢢຽプールのଞ、ྡ接自࣏体の屋内プール
ۙྡ学校のプールも必要ʹ応ͯ͡ར用Λ定
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 ��� ��� 	ɹɹ����


#ɹجࢢ൫ࢪઃඋ ��� ���� ������ �����
	�ɹ��
 ��� ��� 	ɹɹ����


$ɹҬۀ࢈ৼڵ

$�ɹୈ ܥۀ࢈࣍� �� ���� ������ �����
	�ɹ��
 ��� ��� 	ɹɹ����


$�ɹୈ ܥۀ࢈࣍� ��� ����� ������� ������
	�ɹ��
 ��� ��� 	ɹɹ����


$�ɹୈ ܥۀ࢈࣍� �� �� �� ��
	�ɹ��
 ��� ��� 	ɹɹ����


খɹɹܭ ��� ����� ������� ������
	�ɹ��
 ��� ��� 	ɹɹ����


%ɹϦκʔτɾޫ؍ৼڵ �� ���� ����� �����
	�ɹ��
 ��� ��� 	ɹɹ����


&ɹจԽɾڭҭɾҩྍɾࢱ �� ���� ������� ������
	�ɹ��
 ��� ��� 	ɹ�����


߹ɹɹܭ ���� ����� ������� �������
	�ɹ��
 ��� ��� 	������


ʢʣɹʢɹʣɺ͏ͪա͔Βͷܧଓۀࣄɹޏ༻૿ɺઃඋࢿ૯ֹ৽نͷΈͷܭ

ฏ��ୈ�ճɾୈ�ճ;Δ͞ͱ༥ࢿ༧ఆۀࣄ�ʢ୯Ґ � ݅ɺਓɺඦສԁʣ���ɹ

ିஂମผɹ༁� ʢ୯Ґ � ݅ɺਓɺඦສԁʣ���ɹ

�ผɹ༁ۀࣄ ʢ୯Ґ � ݅ɺਓɺඦສԁʣ���ɹ

平成 30年度　 第�回   第�回   ;
（ 地 域 総 合 整 備 資 金 貸 付 ）

Δ͞ͱ༥ࢿ 予定事業

○地方支援調査委員会の開催
�ɹୈ �ճɹฏ �� ��݄ �
�ɹୈ �ճɹฏ �� �݄�� 
○ふるさと融資予定事業の通知
ɹୈ �ճɹฏ �� ��݄ �
ɹୈ �ճɹฏ ���� ݄ ��
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;Δ͞ͱ༥ࢿ༧ఆۀࣄʹ͍ͭͯ

�ɹฏ ��ୈ�ճɾୈ�ճ;Δ͞ͱ༥ࢿ༧ఆۀࣄҰཡ� ʢ୯Ґ � ਓɺඦສԁʣ

番
号 ໊ۀࣄ ۀࣄ

 ۀࣄ ିஂମ ໊ऀۀࣄ ૿༺ޏ ઃඋ
૯ֹࢿ

ຊ
ି
༧ఆֹ

༰ۀࣄ

� පӃҠస৽ஙۀࣄ ̚ ݝखؠ
্ࢢ ݝखؠ

ʢʣԸஂࡒࣀ
෦ࢧੜձࡁ
ੜձࡁݝखؠ

�� ����� ����

ٺԽͨ͠ݱපӃͷҠసɾ৽ங
�ෑ�����ᶷɺ
Ԇচ����� ʢʊ4�֊ݐɺӃอҭॴ���ᶷซ
ઃʣ

� ͼٴ৽ஙܗࢁ
૿ஙۀࣄ ̘̎ ݝܗࢁ

ࢢࢁ্ ݝܗࢁ ౦ༀ᷂ ��� ����� �����

ܗࢁͷ৽ஙٴͼ૿ங
�ෑ��������� ʢʊ͏ͪआ��������ᶷʣɺ
Ԇচ�������� ʢʊ4ɺୈೋܗݻࡎ౩�֊ݐɺ
ୈೋཧݧࢼ౩�֊ݐɺϢʔςΟϦςΟʔ౩�֊
ʣݐ

� େลଠཅޫ
ۀࣄిൃ ̖ ౡݝ

ଜ ౡݝ ᷂αϯɾΤφδʔ � ����� ����
ଠཅޫൃిॴͷݐઃ
ෑ������ ʢʊશͯआʣ

ฏ ��ୈ�ճɾୈ�ճ;Δ͞ͱ༥ࢿ༧ఆۀࣄҰཡ� ʢ୯Ґ � ਓɺඦສԁʣ�ɹ

̖�ަ௨ɾ௨৴ج൫උ
� � ݅ʢ�����ʣ

� �̚�จԽɾڭҭɾҩྍɾࢱ
� ݅ʢ�����ʣɹ

�̚ �จԽɾڭҭɾ�ҩྍɾࢱ
���� ඦສԁʢ���ʣ�

̘��Ҭۀ࢈ৼڵʢୈ ʣܥۀ࢈࣍�
� � ݅ʢ�����ʣ

̘�
��Ҭۀ࢈ৼڵʢୈ ʣܥۀ࢈࣍�
����� ඦສԁʢ��ʣ

̘��Ҭۀ࢈ৼڵʢୈ ʣܥۀ࢈࣍�
� � ݅ʢ�����ʣ

̘��Ҭۀ࢈ৼڵʢୈ ʣܥۀ࢈࣍�
� ���� ඦສԁʢ���ʣ

�̙�Ϧκʔτɾޫ؍ৼڵ
� ݅ʢ�����ʣ

̙�Ϧκʔτɾޫ؍�ৼڵ
���� ඦສԁʢ���ʣ

̖�ަ௨ɾ௨৴ج൫උ
� ���� ඦສԁʢ��ʣ

̗�جࢢ൫ࢪઃඋ
� � ݅ʢ�����ʣ

̗�جࢢ൫ࢪઃඋ
� ��� ඦສԁʢ��ʣ

ି༧ఆֹ
ʢܭ�����ඦສԁʣ

݅
ʢ݅��ܭʣ

˙�ฏ ��ୈ �ճɾୈ �ճ;Δ͞ͱ༥ࢿɹۀࣄผߏൺ
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番
号 ໊ۀࣄ ۀࣄ

 ۀࣄ ିஂମ ໊ऀۀࣄ ૿༺ޏ ઃඋ
૯ֹࢿ

ຊ
ି
༧ఆֹ

༰ۀࣄ

� େத߹ଠཅޫ�
ۀࣄిൃ ̖ ౡݝ

ଜ ౡݝ ᷂αϯɾΤφδʔ � ����� ����
ଠཅޫൃిॴͷݐઃ
ෑ������ ʢʊશͯआʣ

� ෩ྗൃి૿ઃۀࣄ ̖ ౡݝ
൧ؘଜ ౡݝ

͍͍ͨͯ·Ͱ͍ͳ
Τωൃి᷂࠶

� ����� ����
ଠཅޫൃిࢪઃʹ෩ྗൃిࢪઃΛ૿ઃ
ෑ������ ʢʊશͯआʣ

� ҩྍෳ߹ࢪઃ�
ۀࣄઃݐ ̚ ւಓ

വؗࢢ വؗࢢ ެӹʢࣾʣവؗࢢҩࢣձ �� ����� ����

�݈ ࠪݕηϯλʔͷ৽ஙҠసɺϦϋϏϦςʔγϣ
ϯֶՊࣷߍͷ৽ங

�ෑ�����ᶷɺԆচ���� ʢʊ݈ηϯλʔ
����ᶷ 43$�֊ݐɺ�
ϦϋϏϦֶՊࣷߍ����ᶷ 43$�֊ݐʣ

� ϗςϧ૿ઃۀࣄ ̙ ւಓ
ࢢผ࢜ ࢢผ࢜ ผάϥϯυϗςϧ᷂࢜ � ���� ����

٬ࣨͷ૿ઃɺେཋɺਥࢪઃͷ৽ઃ
ෑ���ᶷɺԆচ���� ʢʊ4�֊ݐʣ

� ಓͷӺซઃ৯ͱจԽ
ͷަྲྀڌඋۀࣄ ̙ ւಓ

ࣣ൧ொ ࣣ൧ொ ᷂உऋ۞ָ෦ �� ���� ����

�ಓͷӺʹซઃͨ͠ϛϡʔδΞϜҰମܕࢪۀઃ
ͷݐઃ

�ෑ���� ʢʊશͯआʣɺ�
Ԇচ���� ʢʊ4�֊ݐʣ

� ຊߍֶޠඋۀࣄ ̚ ւಓ
ࣣ൧ொ ࣣ൧ொ ʢʣࣣ ൧༗ྡձ � ���� ���

ࣷ॓د͖ͷຊߍֶޠͷݐઃ
ෑ���ᶷɺԆচ��� ʢʊ�֊ݐʣ

��
ਗ਼ञ݉ݿমய
�ઃɾళฮࢪ
ۀࣄઃݐ

̘̍ ւಓ
্ொ ্ொ ٰ᷂ � ���� ���

ਗ਼ञ݉ݿমயࢪઃɾళฮͷݐઃ
�ෑ���� ʢʊ͏ͪआ���ᶷʣɺ�
Ԇচ��� ʢʊฏݐɺ�֊ݐʣ

�� උθϦʔݐ�ઃۀࣄ ̘̎ ݝٶ
ଟլࢢ ଟլࢢ ᷂ϫϯςʔϒϧ � ���� ����

උθϦʔͷݐઃ
�ෑ���� ʢʊશͯआʣɺ�
Ԇচ���� ʢʊ4ฏݐʣ

�� ᰲᰢ�৽ઃۀࣄ ̘̍ ळాݝ
౬ࢢ ౬ࢢ ཆॿళ౻ࠤ᷃ �� ����� ����

ᰲᰢͷ৽ઃ
ෑ�������ᶷɺԆচ������ ʢʊ4�֊ݐʣ

�� ҩༀ�৽ઃۀࣄ ̘̎ ݝܗࢁ
ถࢢ ถࢢ ถཧༀ᷂ۀ � ����� ����

ߴༀཧݪੑ׆ༀͷͷ৽ઃ
ෑ��������ᶷɺԆচ����� ʢʊ3$�֊ݐʣ

�� ප౩ݐସվमۀࣄ ̚ ݝۄ࡛
Ճਢࢢ Ճਢࢢ ʢҩʣཟੜձ � ����� ����

ٺԽͨ͠ݱපӃͷ৽ஙɾҠసٴͼҰ෦վम
�ෑ���� ʢʊ͏ͪआ����ᶷʣɺ�
Ԇচ���� ʢʊ͏ͪ৽ங����ᶷ�4�֊ݐɺ�
վम����ᶷ�3$�֊ݐʣ

�� ܰҪୈ��৽ஙۀࣄࣄ ̘̍ ݝ
ాொޚ ాொޚ ࠄค᷂ � ���� ����

�ͦ ఔूͷͨΊͷܰҪୈ�ͷ
৽ઃ

ෑ�����ᶷɺԆচ���� ʢʊ4�֊ݐʣ

�� த৺֗ࢢࢪۀઃඋۀࣄ ̗ ౡࠜݝ
Ӣೆࢢ Ӣೆࢢ Ӣೆࢢ։ൃ᷂ �� ���� ��

�த৺֗ࢢੵूۀͷ֩ͱͳΔࢪۀઃͷݐઃ
�ෑ���� ʢʊ͏ͪआ����ᶷʣɺ�
Ԇচ��� ʢʊฏݐʣ

�� ΦϑΟεϏϧݐ�ઃۀࣄ ̗ ࡚ݝ
࡚ࢢ ࡚ࢢ ࡚৯ྐ᷂ݿ �� ����� ����

ΦϑΟεϏϧͷݐઃ
ෑ����ᶷɺԆচ����� ʢʊ4��֊ݐʣ

�� Ϧκʔτࢪઃ�උۀࣄ ̙ ࡚ݝ
࡚ࢢ ࡚ࢢ

᷂,1(ɹ
)05&-�3&4035

�� ����� �����
ط�ଘϦκʔτࢪઃϦχϡʔΞϧͱ৽ࢪઃͷݐઃ
�ෑ����� ʢʊ͏ͪआ�����ᶷʣɺ�
Ԇচ�����ᶷɹʢ�֊ݐʤ৽ࢪઃʥʣ

�� ϗςϧվۀࣄ ̙
࡚ݝ
৽্ޒౡ
ொ

৽্ޒౡொ ౡΞΠϥϯυޒ
Ϧκʔτ᷂

�� ���� ���
چԹઘ॓ധࢪઃͷϦκʔτܕϗςϧͷվ
�ෑ����� ʢʊશͯआʣɺ�
Ԇচ���� ʢʊ3$�֊ݐʣ

˞ɹۀࣄཝɹɹ�̖ ɿަ௨ɾ௨৴ج൫උɹɹ̗ɿجࢢ൫ࢪઃඋɹɹ̘ɿҬۀ࢈ৼڵɹʢ̘̍ɿୈ̍ܥۀ࢈࣍ɹ̘̎ɿୈ̎ܥۀ࢈࣍ɹ�̘̏ɿୈ̏ܥۀ࢈࣍ʣ�
̙ɿϦκʔτɾޫ؍ৼڵ�ɹ�̚ɿจԽɾڭҭɾࢱɾҩྍ
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;Δ͞ͱ༥ࢿ༧ఆۀࣄʹ͍ͭͯ

�ɹฏݩʙฏ ��ͷ;Δ͞ͱ༥ࢿͷਪҠ� ʢ୯Ґ � ݅ɺਓɺԯԁʣฏݩʙฏ ��ͷ;Δ͞ͱ༥ࢿͷਪҠ� ʢ୯Ґ � ݅ɺਓɺԯԁʣ�ɹ

݅ ૿༺ޏ ઃඋࢿ૯ֹ ;Δ͞ͱ༥ֹࢿ

ݩ ����� 	 � 
 ������ ������ �����

�  ����� 	 �� 
 ������ ������ �����

�  ����� 	 �� 
 ������� ������ �����

�  ����� 	 �� 
 ������� ������ �����

�  ����� 	 �� 
 ������� ������ �����

�  ����� 	 �� 
 ������� ������ �����

�  ����� 	 �� 
 ������� ������ �����

�  ����� 	 �� 
 ������� ������ �����

�  ����� 	 ��� 
 ������� ������ �����

�� ����� 	 ��� 
 ������ ������ �����

�� ����� 	 �� 
 ������ ������ �����

�� ����� 	 �� 
 ������ ������ �����

�� ���� 	 �� 
 ������ ������ �����

�� ���� 	 �� 
 ������ ������ �����

�� ���� 	 �� 
 ������ ������ �����

�� ����� 	 �� 
 ������ ������ �����

݅ ૿༺ޏ ઃඋࢿ૯ֹ ;Δ͞ͱ༥ֹࢿ

�� ���� 	 �� 
 ������ ������ �����

�� ���� 	 �� 
 ������ ����� �����

�� ���� 	 �� 
 ������ ����� �����

�� ���� 	 �� 
 ������ ������ �����

�� ���� 	 �� 
 ������ ����� �����

�� ���� 	 � 
 ������ ������ �����

�� ���� 	 �� 
 ������ ������ �����

�� ���� 	 �� 
 ������ ������ �����

�� ���� 	 �� 
 ������ ����� �����

�� ���� 	 � 
 ������ ������ �����

�� ���� 	 � 
 ���� ��� ���

�� ���� 	 � 
 ����� ����� �����

�� ���� 	 � 
 ����� ����� �����

�� �� 	 � 
 ��� ���� ���

߹ɹܭ ���� 	����
 ������ ����� ����

ふるさと融資額

件　数

（件）
5,000

4,500

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

（億円）
10,000

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0
（年度）30

˙�ผ;Δ͞ͱ༥ࢿͷਪҠʢྦྷܭʣ

ʢʣɹ���ʢɹʣɺա͔ΒͷܧଓҊ݅Ͱ֎ɻ
ɹɹɹ���୯Ґະຬௐʹ͖ͭɺ߹ܭཝ͕ෆҰகͷ߹͕͋Δɻ
ɹɹɹ��;Δ͞ͱ༥ֹࢿʹ͍ͭͯܧଓҊؚ݅Ήɻ
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私
の
地
元
で
あ
る
山
口
県
周
南
市
は
、
多
種
多
様
な
環
境
を

有
し
て
い
ま
す
。
北
側
に
は
中
国
山
地
を
背
に
農
山
村
地
帯
が

広
が
り
、
南
側
に
は
瀬
戸
内
海
の
海
岸
線
に
沿
っ
て
周
南
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
が
立
地
し
、
そ
れ
に
接
し
て
東
西
に
市
街
地
が
続
い

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、市
内
に
は
温
泉
や
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
、

日
本
工
場
夜
景
ø₀
選
に
選
ば
れ
た
工
場
夜
景
や
動
物
園
、「
回
天
」

訓
練
基
地
跡
な
ど
、地
域
ご
と
に
特
色
の
あ
る「
自
然
」「
産
業
」

「
文
化
」
と
い
っ
た
地
域
資
源
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
十
二
分
に

活
か
し
て
い
く
た
め
に
「
地
域
」
と
「
市
役
所
」
が
「
共
に
。」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
ま
ち
づ
く
り
に
日
々
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

私
は
、
そ
ん
な
周
南
市
か
ら
ふ
る
さ
と
財
団
に
派
遣
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
今
年
度
が
2
年
目
と
な
り
ま
す
。
財
団
で
の
1

年
目
は
、
融
資
部
企
画
調
整
課
に
配
属
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
融
資

や
も
の
づ
く
り
支
援
事
業
に
携
わ
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
融
資
は
、
地
域
振
興
に
資
す
る
民
間
の
設
備
投
資

な
ど
を
支
援
す
る
た
め
に
自
治
体
が
地
方
債
を
原
資
に
行
う
無

利
子
融
資
制
度
で
あ
り
、
も
の
づ
く
り
支
援
事
業
は
、
地
域
資

知
識
と
経
験
を
次
に
つ
な
ぐ

։ൃৼڵ෦։ൃৼڵ՝ɹ山本 晋也
ʢฏ��༥ࢿ෦اըௐ՝ʹଐʣ

職員レポート

15

山ݝޱ周南ࢢのັྗΛ΄ΜのҰ෦͚ͩհし·す
ݩの地ࢲ

ֶ

ങ
周南ࢢのޱؔݰɹಓのӺʮιϨーω周南ʯւ؛ઢԊʹがる周南ίンϏナーτのܠ

େౡʹ͋るʮճ天ʯのϨϓリカと܇࿅ج地
˞ ճ天はരༀΛੵΜͩڕཕʹਓがΓࠐΜでૢॎしɺͦの··ఢ؋ʹମͨΓする特߈ฌثですɻଠฏ༸ઓ૪
ظʹઓہがѱԽするঢ়گで࡞Βれɺେౡʹは܇࿅ج地がࠓで͍ͯͬ·すɻ

༡



ふるさと表 2-3_136 号　2019.5 初林

随感随筆
ふるさと融資 30 年
一般財団法人地域総合整備財団（ふるさと財団）理事長　稲野 和利

平成 30 年度ふるさと企業大賞
4 宮崎県日向市 十屋幸平市長に聞く
6 「ふるさと企業大賞」に輝いた 社長に聞く
 「海陸一貫輸送システム」に一工夫、差別化図る
 八興運輸株式会社　三輪 亮介 氏

ふるさとものづくり支援事業
ペダル踏み間違い事故を防ぐ「STOPペダル®」開発 
株式会社 英田エンジニアリング

平成30年度 地域産業交流セミナー
統一テーマ：『地方創生 ×スポーツ』～スポーツを活かしたまちの創造～

地域貢献企業の会 会員企業紹介
認定 NPO 法人 さわおとの森

平成 30 年度 地域再生マネージャー事業
和歌山県広川町

公共施設マネジメント調査研究事業

平成 30 年度第 2・3 回ふるさと融資予定事業

職員レポート
知識と経験を次につなぐ
開発振興部開発振興課　山本 晋也令和元年 5 月１日発行
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本誌では、これからも地域づくりの参考となるさまざまな情報を紹介していきたいと考えております。皆様のご意見・ご要望をお寄せください。

編集・発行

 〒102-0083　東京都千代田区麹町 4-8-1
  麹町クリスタルシティ東館 12 階
 TEL. 03（3263）5586　FAX. 03（3263）5732
 URL: https://www.furusato-zaidan.or.jp/
 E-mail: furusato@furusato-zaidan.or.jp
編 集 協 力 株式会社太平印刷社

国宝・姫路城は、シラサギが羽を広げたような優美
な姿から「白鷺城」の愛称で親しまれている。鮮や
かな白の城壁や５層７階の大天守と小天守が渡櫓で
連結された連立式天守が特徴。大天守は400年以上
前の慶長14年（1609年）に建築された。平成５年
12月に日本で初めての世界文化遺産に登録された。

源
を
活
用
し
た
新
商
品
開
発
に
取
り
組
む
企
業
な
ど
に
対
し
、

自
治
体
を
通
し
て
支
援
す
る
制
度
で
す
。
ど
ち
ら
も
「
地
域
の

活
性
化
」
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
制
度
で
す
の
で
、
全
国

各
地
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
私
が
各
地
に
赴
い
た
際

に
は
、
地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
企
業
や
自
治
体
職
員
か
ら
様
々

な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
て
の
地
域
が
「
雇
用
の
創
出
」
や
「
地
域
資

源
の
活
用
」
を
課
題
と
し
て
捉
え
、「
地
域
の
活
性
化
」
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。ま
た
、

民
間
企
業
と
自
治
体
で
は
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
の

役
割
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
課
題
に
対
し
て
共
通
認
識

を
持
ち
、
同
じ
ベ
ク
ト
ル
で
頑
張
っ
て
い
る
地
域
は
、
と
て
も

活
力
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

財
団
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
「
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域

づ
く
り
」
の
推
進
の
た
め
に
、
ま
ち
な
か
再
生
支
援
事
業
や
地

域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
な
ど
、
多
く
の
助
成
事
業
を
有
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て
全
国
の
多
種
多
様

な
取
組
事
例
や
先
進
事
例
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
口
減
少
に
よ
る
活
力
の
低
下
を
は
じ
め
、
自
治
体
が
共
通

の
課
題
を
抱
え
る
中
、
財
団
で
得
ら
れ
る
知
識
と
経
験
の
多
く

は
、
地
元
周
南
市
で
も
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

財
団
へ
の
派
遣
期
間
も
残
り
1
年
足
ら
ず
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
で
頑
張
る
人
達
と
触
れ
合
う
機
会
や
様
々

な
先
進
事
例
に
携
わ
る
機
会
の
一
つ
一
つ
を
大
切
に
し
、
地
元

に
少
し
で
も
多
く
の
知
識
と
経
験
を
持
ち
帰
る
よ
う
意
識
し
な

が
ら
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

楽
八代（やしろ）地区のナベヅル（特別天然記念物）

須金（すがね）地区のフルーツランドで採れる梨と
ブドウ

徳山動物園のスリランカゾウ

ふぐの延縄（はえなわ）漁発祥の地 周南で味わう徳山
ふぐ

食

見
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